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 398,263 22.2

 1,086,263 60.6

 306,969 17.2
 1,791,495 100.0

 項　　目 事業費   構成比

平
成
22
年
度 

決
算
報
告
！

106億3,434万円
（一般会計）

　

9
月
6
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た『
9
月
定
例
議
会
』で
、町
が
1
年
間
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
を
見
る「
平
成
22
年
度
決
算
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
・
企
業
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
額
は
、1
万
円
未
満
を
端
数
処
理
し
て
い
ま
す
。

※
一
人
当
た
り
の
町
税
負
担
額
及
び
使
わ
れ
た
お
金
の
算
定
は
、

平
成
23
年
3
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
人
口（
4
2
，6
0
5

人
）を
基
に
し
て
い
ま
す
。

歳　　入歳　　出

112億2,970万円
（一般会計）

        自
主財

源
　
47
％

依
存
財
源
　

53
％

長与町の決算を家計簿に例えると…
（1ヵ月30万円でやりくりすると仮定して）

収　入

支　出

町税の内訳（町民の皆さんが町に納めた税）
※その他の内訳
財産収入（5,235万円）
寄附金（99万円）
繰越金（2億8,734万円）
諸収入（1億749万円）

23億3,184万円
15億6,660万円
3億   697万円
1億7,497万円
7,532万円
28万円

町 民 税
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税
町 た ば こ 税
軽 自 動 車 税
入 湯 税

給　料（町税など）

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金など）

その他の収入（貯金の切り崩しなど）
（基金取り崩し、使用料・手数料など）

借入金（町債）

120,000円

126,000円

21,000円

33,000円

食費 ・ 光熱水費など
（職員の給料・消耗品等の購入など）

教育費 ・ 子どもへの仕送り ・ 親類へ
の援助など（扶助費・他の会計への繰
出金・各種団体への補助金など）

家の増改築・車の修理など
（道路や学校の建設・維持補修費など）

ローン返済（町債の返済）

貯蓄など（積立金など）

93,000円

129,000円

39,000円

36,000円

3,000円

町税
44億5,598万円
（40％）

町債
12億4,920万円
（11％）

地方消費税交付金
2億9,542万円（3％）

地方譲与税
1億1,418万円（1％） その他交付金

1億1,516万円
（1％）

民生費
34億8,435万円
（33％）

土木費
14億7,729万円
（14％）総務費

14億4,479万円
（14％）

教育費
13億67万円
（12％）

公債費
12億3,073万円
（11％）

衛生費
8億8,081万円
（8％）

消防費
3億9,183万円（4％）

農林水産業費
1億8,600万円（2％）

議会費
1億3,604万円（1％）

その他（※）
1億183万円
（1％）

地方交付税
20億435万円
（18％）

分担金及び負担金
2億8,448万円
（2％）
使用料及び手数料
1億5,400万円（1％）

繰入金
780万円（0％）

その他（※）
4億4,817万円
（4％）

国・県支出金
21億96万円
（19％）

☆一人あたりの町税負担額は…104,588円です。
町　民　税
54,732円

固定資産税
36,770円

都市計画税
7,205円

町たばこ税
4,107円

そ　の　他
1,774円

※その他の内訳
商工費（5,089万円）・労働費（3,812万円）
災害復旧費（1,240万円）・諸支出金（42万円）

☆一人あたりに使われた町のお金は…一般会計で249,603円です。
民生費
81,783円

土木費
34,674円

総務費
33,911円

教育費
30,529円

公債費
28,887円

衛生費
20,674円

消防費
9,197円

農林水産業費
4,366円

議会費
3,193円

その他
2,389円

町債（借金）残高

基金（貯金）残高（一般会計）

一 般 会 計
土地区画整理事業特別会計
水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計

合　　　計

120億6,759万円
8億1,599万円
10億9,235万円
36億7,269万円
176億4,862万円

※町債…学校、道路、施設等を建設するために発行した起債（借金）

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
そ の 他 特 定 目 的 基 金
（ 教 育・福 祉 な ど ）

合　　　計

16億9,877万円
13億8,393万円

15億5,287万円

46億3,557万円
※基金…災害等の不測の事態や財源不足の備え及びある目的の
　　　　ための積み立て（貯金）

都市計画事業費（単位：千円・％）
平
成
22
年
度
の
長
与
町
決
算
の
概
要

　

平
成
21
年
度
と
比
べ
、歳
入
・
歳
出
と
も
に
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、町
税
な
ど
自
力
で
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

収
入（
自
主
財
源
）の
占
め
る
割
合
が
47
％
、地
方
交
付
税
や

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、借
金
な
ど
他
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
収
入（
依
存
財
源
）の
割
合
が
53
％
と
な
り
自
主
財

源
が
減
り
、依
存
財
源
が
増
加
し
割
合
が
逆
転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、町
税
が
減
少
傾
向
に
あ
る
反
面
、22

年
度
は
子
ど
も
手
当
を
は
じ
め
と
す
る
国
庫
支
出
金
の
大
幅

な
増（
対
前
年
比
15
％
増
）が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、歳
出
で
は
、土
木
費
は
減
少
し
ま
し
た
が
、子
ど
も

手
当
を
含
む
民
生
費
が
増
加（
対
前
年
比
23
％
増
）し
、全
体

の
33
％（
昨
年
度
は
26
％
）を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

〜
こ
ん
な
事
業
に
使
っ
て
い
ま
す
〜

○
都
市
計
画
税
と
は

　

都
市
計
画
税
は
、
街
路
や
公
園
等
の
整
備
な
ど
を
行
う
都

市
計
画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費
用
に
あ
て

る
た
め
の
目
的
税
で
、
市
街
化
区
域
内
に
土
地
、
家
屋
を

所
有
し
て
い
る
人
が
固
定
資
産
税
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
の
納
税
義
務
者
は

　

1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
市
街

化
区
域
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
で
す
。

○
都
市
計
画
税
の
税
額
の
計
算
方
法
は

　

税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率
（
0
．
3
％
）

○
平
成
22
年
度
の
都
市
計
画
税
の
収
入
額
は
3
億
6
9
7
万
円

で
し
た
。

　

そ
の
、
3
億
6
9
7
万
円
の
使
い
み
ち
は
、
都
市
計
画
事

業
等
（
街
路
事
業
、
公
園
整
備
事
業
、
下
水
道
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
地
方
債
の
償
還
）
の
事
業
費
約
17
億
9
千

万
円
の
財
源
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

財
務
課 （備考）

一般会計の町債残高には、地方交付税の代替措置として発行さ
れる「臨時財政対策債」の残高43億6,654万円が含まれています。

 街路事業 95,267 5.3
 公園整備事業 95,988 5.4
 下水道事業 247,780 13.8
 土地区画整理事業 765,545 42.7
 地方債償還額 586,915 32.8
 合　計 1,791,495 100.0

 上記の財源内訳   構成比

特定財源
（国・県支出金、地方債）

一般財源
（町民税・固定資産税・
地方交付税等）
都市計画税
合　計

特　

集

特　

集

22011.103 2011.10



特別会計・企業会計の決算

特別会計

駐車場事業特別会計 1,280万円 1,125万円

土地区画整理事業特別会計 12億　317万円 11億5,520万円

国民健康保険特別会計 39億9,027万円 39億4,117万円

老人保健事業特別会計 174万円 174万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 24億4,271万円 23億7,740万円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 2,230万円 1,939万円

後期高齢者医療特別会計 3億4,132万円 3億4,059万円

　特定の事業を行うため、歳入歳出を一般会計と区別して別個に処理するための会
計で、長与町には以下の7会計があります。

区　　分 歳　入 歳　出

企業会計

水道事業

収益的収支
※主に維持管理関係

資本的収支
※主に設備投資関係

収益的収支 
※主に維持管理関係

資本的収支
※主に設備投資関係

7億2,032万円
（内料金 6億9,118万円）

1億4,665万円

8億8,703万円
（内使用料 6億5,479万円）

2億4,299万円

6億　422万円

4億9,140万円

5億4,261万円

6億4,200万円

下水道事業

　民間の事業と同じようにその事業によって得られる収入で支出をまかなう独立採
算を原則としていて、長与町には水道事業と下水道事業の2事業があります。

　水道事業、下水道事業ともに経営成績は黒字決算となり、財政状態においては資金不足も発生せず健全経営を
維持しています。
　また、資本的収支の収入不足については、損益勘定留保資金（減価償却費等現金の支出を伴わない費用）およ
び減債積立金（企業債償還の財源となる積立金）等で補てんしました。

企 業 会 計 収　入 支　出

特　

集

特　

集 　健全化判断比率と資金不足比率は、財政状況の悪化を早期に把握し、財政を健全化させることを目的として算
出される比率です。これらの比率は、基準となる値を超えると財政健全化に向けての計画の策定が義務づけられ
たり、借入ができなくなったりするなど、今後の行政運営に影響を与える重要な指標です。
　平成22年度決算に基づく比率は、一部数値が上昇しましたがいずれも基準値内であり、21年度同様「財政は
健全である」との結果になりました。

項目 平成22年度
決算 早期健全化基準 財政再生基準 （参考）

平成21年度決算 増減

実質赤字比率 − 13.97 20.00 − −
連結実質赤字比率 − 18.97 35.00 − −
実質公債費比率 10.7 25.0 35.0 10.5 0.2
将来負担比率 6.5 350.0 1.7 4.8

会計名 平成22年度
決算 経営健全化基準 （参考）

平成21年度決算 増減

水道事業会計 − 20.0 − −
下水道事業会計 − 20.0 − −

土地区画整理事業特別会計 − 20.0 − −

※早期健全化基準及び財政再生基準は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第7条及び第8条に規
定されています。

　各比率において一つでも「早期健全化基準」を超えると早期健全化計画の策定が義務づけられ、さらに「財政再生
基準」を超えると財政再生計画として再度計画を策定しなければなりません。

　また、財政再生基準を超えると地方債による財政運営ができなくなるなど、行政運営に実質的な制約が生じること
になります。

公営企業会計における資金不足額（赤字額に対応するもの） の事業規模に対する比率
本町の対象会計は水道事業、下水道事業、土地区画整理事業の3会計　

長与町の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します

長与町の健全化判断比率及び資金不足比率

①実質赤字比率 一般会計における実質赤字額（歳出総額から歳入総額と翌年度へ繰り越すべき財源を
除いた額）の標準財政規模（※）に対する比率
※標準財政規模…標準的に収入が見込まれる経常的な一般財源

②連結実質赤字比率 一般会計、特別会計、公営企業会計における実質赤字額をすべて合計した額（連結実質
赤字額）の標準財政規模に対する比率

③実質公債費比率 一般会計が負担する地方債の償還等に係る経費の標準財政規模に対する比率
④将来負担比率 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

【健全化判断比率】	 単位：％

【資金不足比率】	 単位：％

◆問い合わせ　財務課

※経営健全化基準は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第19条に規定されています。
　資金不足比率が「経営健全化基準」を超えた公営企業会計は、「経営健全化計画」の策定が義務づけられます。
※「−」表示は各比率において「マイナスの赤字や負担（＝黒字）生じている」ことを示しています。

健全化判断比率

資金不足比率

42011.105 2011.10



3
月
11
日

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
．0

の
地
震
発
生
。

3
月
14
日

葉
山
町
長
を
本
部
長
と
す
る
長
与
町
緊
急
支
援

本
部
を
設
置
。

義
援
金
の
受
付
開
始
。町
内
13
ヶ
所
の
公
共
施
設

に
募
金
箱
を
設
置
。

3
月
17
日

自
衛
隊
機
に
よ
り
、被
災
地
へ
、マ
ス
ク
5
1
，0
0
0

枚
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
2
5
0
個
を
搬
送
。

3
月
18
日

救
援
物
資
の
受
付
開
始
。

役
場
1
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
て
、衣
類
・
タ
オ
ル
、

カ
ッ
プ
メ
ン
、乳
児
用
食
料
品
、缶
詰
、寝
具
類
、

生
理
用
品
な
ど
の
救
援
物
資
を
募
る
。

3
月
24
日
〜

県
立
大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
校
の
学
生
が
、救
援
物
資
の

受
付
や
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
協
力
。

3
月
30
日

県
を
通
し
、救
援
物
資
を
宮
城
県（
長
崎
県
の
救

援
物
資
送
付
先
）へ
送
付
。1
回
目
。

3
月
31
日

県
を
通
し
、救
援
物
資
を
宮
城
県
へ
送
付
。2
回
目
。

4
月
5
日

県
を
通
し
、救
援
物
資
を
宮
城
県
へ
送
付
。3
回
目
。

4
月
14
日

救
援
物
資
に
つ
い
て
、被
災
地
か
ら
、一
時
停
止

の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、募
集
を
終
了
す
る
。

4
月
22
日

県
を
通
し
、救
援
物
資
を
宮
城
県
へ
送
付
。4
回
目
。

4
月
28
日

義
援
金
6
，6
8
8
，8
3
5
円（
4
月
24
日
ま

で
受
付
分
）を
、長
崎
県
共
同
募
金
会
へ
届
け
る
。

5
月
14
日

昨
年
、長
与
町
を
訪
れ
た
マ
リ
ア・ア
ベ
リ
ー
さ
ん

が
勤
務
す
る
ロ
ン
グ
リ
バ
ー
中
学
校
か
ら
義
援

金
が
届
く
。

5
月
25
日
〜
6
月
8
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、宮
城
県
石
巻
市
へ
職
員
を

1
人
派
遣
。罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
行
う
。

6
月
6
日
〜
6
月
20
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、宮
城
県
石
巻
市
へ
職
員
を

2
人
派
遣
。罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
行
う
。

6
月
18
日
〜
7
月
2
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、宮
城
県
石
巻
市
へ
職
員
を

2
人
派
遣
。罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
行
う
。

7
月
6
日

姉
妹
都
市
ウ
ェ
ザ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
町
立
ハ
イ
ク

レ
ス
ト
小
学
校
か
ら
義
援
金
が
届
く
。

7
月
10
日
〜
7
月
16
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、福
島
県
二
本
松
市
へ
職
員

を
2
人
派
遣
。避
難
所
生
活
者
の
保
健
支
援
な

ど
を
行
う
。

7
月
14
日

ハ
イ
ク
レ
ス
ト
小
学
校
、ロ
ン
グ
リ
バ
ー
中
学
校

か
ら
届
い
た
義
援
金
を
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県

支
部
に
届
け
る
。

8
月
5
日
〜
8
月
19
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、宮
城
県
石
巻
市
へ
職

員
を
2
人
派
遣
。罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど

を
行
う
。

8
月
21
日

長
与
川
ま
つ
り
で
、「
が
ん
ば
れ
！
東
日
本
！
」と

題
し
、チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
募
金
活
動
を
行
う
。

8
月
28
日
〜
9
月
12
日

被
災
地
支
援
の
た
め
、宮
城
県
石
巻
市
へ
職

員
を
1
人
派
遣
。罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど

を
行
う
。

　

平
成
23
年
3
月
11
日
、14
時
46
分
18
秒
。

死
者
・
行
方
不
明
者
約
2
万
人
を
超
え
る
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た『
東
日
本
大
震
災
』

が
発
生
し
ま
し
た
。震
災
発
生
か
ら
半
年
が

経
過
し
、現
地
で
は
懸
命
の
復
旧
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
、犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た

方
々
に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
与
町
で
は
、被
災
地
支
援
の
た
め
、3
月

14
日
に
緊
急
支
援
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、救
援
物
資
の
受
付
や
災
害
義
援
金
の

受
付
、被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。町
民
の
皆
様
か
ら
の
義
援
金

や
救
援
物
資
の
提
供
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
、姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ 

コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
ウ
ェ
ザ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
町
か
ら
も

義
援
金
が
届
く
な
ど
、た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
回
、長
与
町
で
半
年

間
に
行
っ
た
被
災
地
支
援
の
活
動
状
況
と

と
も
に
、被
災
地
支
援
に
従
事
し
た
職
員
の

感
想
や
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　

復
興
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。長
与
町
で
も
、継
続
し
て
、

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。一
日
で
も
早
い
復
興
に
向
け
、出

来
る
範
囲
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【支援の状況】
3月11日 三陸沖を震源とする、マグニチュード9．0の地震

発生。
3月14日 葉山町長を本部長とする長与町緊急支援本部

を設置。
 義援金の受付開始。町内13ヶ所の公共施設に

募金箱を設置。
3月17日 自衛隊機により、被災地へ、マスク51，000枚、

ウエットティッシュ250個を搬送。
3月18日 救援物資の受付開始。
 役場1階玄関ホールにて、衣類・タオル、カップメ

ン、乳児用食料品、缶詰、寝具類、生理用品など
の救援物資を募る。

3月24日～ 県立大学シーボルト校の学生が、救援物資の受
付や仕分けボランティアとして参加協力。

3月30日 県を通し、救援物資を宮城県（長崎県の救援物
資送付先）へ送付。1回目。

3月31日 県を通し、救援物資を宮城県へ送付。2回目。
4月5日 県を通し、救援物資を宮城県へ送付。3回目。
4月14日 救援物資について、被災地から、一時停止の要

請があったため、募集を終了する。
4月22日 県を通し、救援物資を宮城県へ送付。4回目。
4月28日 義援金6，688，835円（4月24日まで受付分）

を、長崎県共同募金会へ届ける。
5月14日 昨年、長与町を訪れたマリア・アベリーさんが勤

務するロングリバー中学校から義援金が届く。
5月25日～6月8日
 被災地支援のため、宮城県石巻市へ職員を1人

派遣。罹災証明書の発行などを行う。
6月6日～6月20日
 被災地支援のため、宮城県石巻市へ職員を2人

派遣。罹災証明書の発行などを行う。
6月18日～7月2日
 被災地支援のため、宮城県石巻市へ職員を2人

派遣。罹災証明書の発行などを行う。
7月6日 姉妹都市ウェザースフィールド町立ハイクレスト

小学校から義援金が届く。
7月10日～7月16日
 被災地支援のため、福島県二本松市へ職員を2

人派遣。避難所生活者の保健支援などを行う。
7月14日 ハイクレスト小学校、ロングリバー中学校から

届いた義援金を日本赤十字社長崎県支部に届
ける。

8月5日～8月19日
 被災地支援のため、宮城県石巻市へ職員を2人

派遣。罹災証明書の発行などを行う。
8月21日 長与川まつりで、「がんばれ！東日本！」と題し、

チャリティバザーや募金活動を行う。
8月28日～9月12日
 被災地支援のため、宮城県石巻市へ職員を1人

派遣。罹災証明書の発行などを行う。

東
日
本
大
震
災
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行
政
支
援
の
内
容
は
、
罹
災
証

明
・
被
災
証
明
の
発
行
業
務
で
し
た
。

こ
の
証
明
を
取
得
す
る
こ
と
で
市
か

ら
の
見
舞
金
な
ど
の
各
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

審
査
は
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。
家
屋

の
被
害
の
把
握
が
済
ん
で
お
ら
ず
、

そ
の
場
で
発
行
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
、

住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
た
め
に
、

地
震
当
日
の
居
住
の
確
認
に
時
間
が

か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
（
長

与
町　

長
崎
県
）
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
見

て
、
「
遠
く
か
ら
よ
く
来
て
く
れ
た

ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
方
が
本
当
に
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
家
や
職
を
失
い
、
中
に
は
家
族

も
失
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
2
週
間

の
業
務
は
大

変
で
し
た
が
、

こ
ん
な
方
々

へ
現
場
で
支

援
を
で
き
た

こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
宮
城
県
石
巻
市
役
所
に

お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
罹
災
証

明
・
被
災
証
明
の
発
行
や
必
要
手
続
き

の
案
内
業
務
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
手
続
き
に
来
ら
れ
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
を
無
く
さ
れ
た
り
、
身
内

の
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

す
で
に
震
災
か
ら
3
か
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
中
、
我
々
が
い
く

ら
元
気
づ
け
よ
う
と
声
を
掛
け
て
も

傷
跡
の
深
さ
は
、
他
人
に
は
理
解
で

き
な
い
こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る
日
々
で
し
た
。
ど
ん
な
に
説
明
を

し
て
も
、
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

人
々
、
震
え
が
止
ま
ら
な
い
お
母
さ

ん
、
毎
日
訪
ね
て
く
る
親
子
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
に
申
請
に
関
係
な
い
話
を

し
て
、
笑
顔
が
出
る
ま
で
話
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
日
々
、
無
残

に
破
壊
さ
れ
た
町
も
車
が
通
れ
る
道

が
確
保
さ
れ
た
り
、
廃
材
の
撤
去
が

進
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

心
に
残
さ
れ
た
傷
跡
は
消
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
様
な
方
々
を
周
り

か
ら
支
援
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
早
い
復
興
と
新
た
な
一

歩
に
向
け
、
全
国
民
が
支
援
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
応
援
は
誰
に

で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

長
崎
県
派
遣
団
の
一
員
と
し
て
、

宮
城
県
石
巻
市
役
所
で
罹
災
証
明

書
・
被
災
証
明
書
の
発
行
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

　

業
務
は
、
震
災
に
よ
る
家
屋
や

財
産
の
被
害
状
況
を
聴
取
し
て
被

害
の
証
明
を
お
出
し
す
る
も
の
で
、

被
災
者
の
方
々
か
ら
は
震
災
の
様

子
や
そ
の
後
の
生
活
の
苦
労
な
ど
、

色
々
な
お
話
や
思
い
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
繰
り
返

し
起
こ
る
余
震
に
怯
え
る
人
や
失

意
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
人
な
ど
被

災
者
の
姿
か
ら
、
今
回
の
震
災
を

経
験
し
た
人
々
の
心
へ
の
影
響
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
役
所
や
市
中
で
は
、
各
県
の
チ
ー
ム

の
ほ
か
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

を
含
め
様
々
な
役
割
を
持
っ
た
人
々
が

全
国
か
ら
集
ま
り
、
活
動
を
行
う
姿
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
被
災
地
の

た
め
に
日
本
が
一
丸
と
な
っ
て
助
け

合
っ
て
い
る
様
子
は
、
自
分
自
身
の
活

動
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
現
地

の
人
々
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ

か
ら
も
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
、

職
務
に
も
活
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
長
崎
県
災
害

派
遣
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
石
巻
市

役
所
に
て
、
罹
災
証
明
・
被
災
証
明
の

発
行
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
5
か
月
が
経
過
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
津
波
の
被
害
を
受
け
た
沿

岸
部
を
実
際
に
見
た
と
き
は
、
異
様
な

緊
張
感
と
瓦
礫
の
山
に
絶
句
し
ま
し
た
。

ま
た
被
災
者
の
方
々
か
ら
震
災
時
の
状

況
や
、
震
災
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
失
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
胸
が
詰
ま

る
思
い
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
、
石

巻
市
民
の
方
々
か
ら
、
「
遠
く
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
来
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
逆
に
私
た
ち
が
励
ま
さ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
被
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
こ
れ
か
ら

の
生
活
と
人
生
の
た
め
僅
か
な
こ
と
で

も
力
添
え
を
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、

で
き
る
こ
と
を
探
り
な
が
ら
、
今
後
も

復
興
支
援
に
携
わ
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
引
き
続
き
、
罹
災
証
明
・
被

災
証
明
の
発
行
と
そ
れ
に
係
る
支

援
・
案
内
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
請
件
数
は
1
日
平
均
1
3
0
件

前
後
と
当
初
か
ら
は
大
幅
に
減
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
自
己
が
居
住
す
る

住
宅
に
係
る
手
続
き
の
た
め
の
証
明

か
ら
自
己
の
所
有
す
る
財
産
（
自
己

が
居
住
し
て
い
な
い
不
動
産
、
各
種

動
産
な
ど
）
に
係
る
手
続
き
の
た
め

の
証
明
へ
と
内
訳
が
変
化
し
て
き
て

お
り
、
被
災
さ
れ
た
世
帯
の
方
の
復

興
も
次
の
段
階
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
災
害
が
生
じ
る
と
被
災
の
当
事

者
（
住
民
、
自
治
体
）
だ
け
で
対
応

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
自

治
体
間
の
広
域
的
な
連
携
体
制
の
確

立
と
各
々
の
役
割
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
に
近
い
浪
江
町
は
、

役
場
機
能
を
二
本
松
市
に
移
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
旅
館
、
ホ

テ
ル
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
二
次
避
難

さ
れ
た
浪
江
町
の
方
々
へ
の
健
康

状
況
の
確
認
や
健
康
相
談
（
2
人

で
延
1
6
8
世
帯
）
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

4
か
月
の
避
難
生
活
で
、
行
政
指

定
の
避
難
場
所
以
外
に
も
親
戚
や
知

人
の
つ
て
等
を
含
め
、
少
な
く
て
3

カ
所
、
多
い
方
は
9
カ
所
の
移
動
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
状
況
で
し
た
。

　

健
康
問
題
で
は
、
不
眠
に
よ
る
安

定
剤
の
服
用
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
の

悪
化
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
子
ど
も

の
不
登
校
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
、

目
に
見
え
な
い
放
射
線
へ
の
恐
怖
に
、

将
来
に
希
望
が
も
て
な
い
と
嘆
く
声

は
非
常
に
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
次
へ
の
一
歩
を
ふ
み
出
す
た
め
に

も
健
康
に
は
気
を
つ
け
て
…
」
と
声

を
か
け
る
に
も
、
あ
ま
り
に
悲
惨
な

境
遇
を
聞
き
、
言
葉
を
失
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
通
常
業
務
に
戻
っ
て
も
、
全
国
的
な

放
射
線
に
よ
る
風
評
被
害
や
、
身
近
な

場
で
の
被
災
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
い

言
葉
な
ど
を
聞
く
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

大
変
な
状
況
下
で
も
私
た
ち
に
暖
か
い

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん

が
一
日
も
早
く
故
郷
へ
戻
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
は
違
っ
て
も
、
保
健
師

と
し
て
住
民
の
心
に
寄
り
添
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
の
業
務
支
援
や

被
災
者
の
健
康
支
援
に
従
事
し
た
、

本
町
職
員
の
体
験
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、長
与
町
内
に
お
い
て
、

被
災
者
に
対
す
る
以
下
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・町
内
保
育
所
に
お
け
る一時
預
か
り（一

時
保
育
）の
利
用

・子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

・乳
幼
児
健
診
の
受
診（
1
人
）

・介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供（
1
人
）

・公
立
小
学
校
へ
の
受
け
入
れ
、教
科
書

の
無
償
給
与（
3
人
）、学
用
品
等
の

無
償
給
与（
2
人
）

	
税
務
課
　
堀
将
大

5
月
25
日
〜
6
月
8
日

宮
城
県
石
巻
市
派
遣

	

福
祉
課
　
木
須
紀
彦

8
月
28
日
〜
9
月
12
日

宮
城
県
石
巻
市
派
遣

	

税
務
課
　
宮
崎
伸
之

地
域
政
策
課
　
松
永
大
輔

税
務
課
　
西
村
淳
　

福
祉
課
　
下
田
圭
佑

企
画
課
　
松
田
祐
貴

下
水
道
課
　
坂
元
竜
堂

健
康
保
険
課 

保
健
師 

飯
塚
律
子

健
康
保
険
課 

保
健
師 

中
村
宰
子

6
月
6
日
〜
6
月
20
日

宮
城
県
石
巻
市
派
遣

8
月
5
日
〜
8
月
19
日

宮
城
県
石
巻
市
派
遣

6
月
18
日
〜
7
月
2
日

宮
城
県
石
巻
市
派
遣

7
月
10
日
〜
7
月
16
日

福
島
県
二
本
松
市・猪
苗
代
町
派
遣

この半年間に、皆様から寄せられた義援金と救援物資は次のとおりです。
多くのご協力ありがとうございました。

長与町で受け付けた
救援物資

「東日本大震災」災害義援金は
9月20日現在 7,244,420円 です。

　「東日本大震災」災害義援金の受付は、9月30日をもって終了いた
しました。多くの皆様からあたたかい善意とご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。皆様から寄せられた義援金は、長崎県共同
募金会を通じて、被災された方々に届けさせていただきます。なお、
最終的な募金額は、広報ながよ11月号でお知らせいたします。
　また、社会福祉協議会の募金は、平成24年3月31日まで延長され
ました。引き続き、町民の皆様のご協力をお願いいたします。

衣類・タオル 約35,000点
カップメン 約1,300食
乳児用食料品 約700食
缶詰 約700食
寝具類 約2,000点
生理用品 約43,000点
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今月はどんな出
来事が

あったかな？

　8月26日、長与ニュータウン中央自治会より、吉岡清彦会長をはじめ、
自治会役員や小学生など7人が役場を訪れ、代表して洗切小4年の源向
日葵さんと婦人部長の松浦スヱ子さんが「チャレンジ1年間の交通安全
宣言」を行いました。
　交通マナーの向上と、安全で住みよい町づくりを自治会全体で取り組
むことを目的に、長与町長と時津警察署長へ毎年提出されており、“左右
をよく確認して横断します”、“「事故にあわない、おこさない」を合言葉に
実践につとめます”など5項目にわたり宣言文が読み上げられました。
　葉山町長は「飲酒運転の根絶や自転車に乗る際はヘルメット着用の推
進を図るなど、安全なまちづくりに努めます」と宣言書を受け取りました。

長与ニュータウン中央自治会 “交通安全宣言”

　第57回町民ソフトボール
大会が9月4日、ふれあい広
場をメイン会場に開かれ、町
内各地区から41チームが参
加しました。開会式では、大
会会長の葉山町長が、「平成
23年夏の思い出に残る大会
にしてください。そして、心に
残るプレーをしてください」と激励しました。そして、大
越自治会の山脇仁志さんが「町民としての親睦を深
め、和気あいあいプレーすることを誓います」と選手宣
誓を行いました。
　強風がふき、時折小雨も降る中、各会場とも熱戦が
繰り広げられ、観客も選手も一体となり大いに盛り上
がりました。

◆結　果
優　勝　岡中央　準優勝　ニュータウン東
第3位　緑ヶ丘・高田越
◆個人賞
最優秀選手賞　小森　幸徳（岡中央）
優秀選手賞　平野　奨悟（ニュータウン東）
敢 闘 賞　蒲池　秀徳（緑ヶ丘）
　　　　　　　佐藤　　浩（高田越）

ソフトボールで地域親睦
－第57回町民ソフトボール大会－

　長与町体育指導委員会の主催により、「エンジョイスポー
ツ」が行われました。今年は「第3木曜日はエンジョイスポー
ツの日」と題して、5月から9月までの合計5回開催し、約40
人の参加者みんなで、楽しく心地よい汗を流しました。
　「エンジョイスポーツ」とは、老若男女だれもが参加できる
軽スポーツで、日頃の運動不足やストレス解消、またリフ
レッシュしたい方などを対象に開催されており、体育指導委
員のわかりやすい指導のもと、参加者みんなで楽しく行わ
れています。
　9月15日の閉講式では、若松会長が「毎年開催する予定
にしていますので、ご家族やお友達を誘って、次回もぜひ参
加してください」と、あいさつをしました。

みんなで一緒に“エンジョイ”しました!!
－エンジョイスポーツ－

優勝　岡中央自治会チーム

ユニカールユニカール

ソフトバレーソフトバレーがんばらんば体操がんばらんば体操
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　9月19日の敬老の日に合わせ、町内にお住まいの90歳台の337人の方に、長寿をお祝いして町から記念品が贈られま
した。また、町内にいらっしゃる100歳以上の方を葉山町長と濵野副町長が訪問し、長寿をお祝いしました。
　9月1日現在、町内には100歳以上の方が8人いらっしゃいます。みなさんこれからもぜひお元気で、まだまだ長生きして
ください！

いつまでもお元気で！ －敬老の日 長寿祝品贈呈－

　明治44年9月5日生まれの吉村コトさんが、めでたく
100歳を迎えられました。
　長与町より、誕生日に入院先の病院に訪問して、「おめ
でとうございます。これからも元気でお過ごしください」と
お祝いの言葉と記念品を贈りました。
　たくさんのご家族とスタッフに囲まれて嬉しそうなご様
子でした。
　どうぞこれからもご自愛いただき、お元気でお過ごしく
ださい。

百歳の長寿を祝って －吉村コトさん－

　9月定例議会で平成22年度の長与町国民健康保険特別会計決算が認定されました。

　この数字を見ると、「黒字」と思われるかもしれません。しかし実際は、1億4,737万円もの「赤字」
です。
　これは、医療費などの支払いに対して、保険税などの収入が不足しているためで、不足分は1億9,647
万円の基金（家庭でいうと預貯金）を取り崩してまかなっています。

　国保が負担する医療費の主な財源となっているのが、保険税です。医療費が増え続けると、保険
税率の改正も必要となってきます。これからも安心して医療を受けるために、皆様のご理解とご協
力をお願いいたします。

【歳入】　歳入の根幹をなす保険税収入は6億6,639万円です。全体の16.7％ほどにしかなりません。
　　　　前年度と比べ2,286万円（3.3％）の減となっています。
【歳出】　歳出のうち、保険給付費は28億1,874万円で、全体の71.5％を占めます。
　　　　前年度と比べ5,968万円（2.2％）も増加しています。
※保険給付費：国保が支払った診療費、調剤費、療養費、高額療養費、出産育児一時金、葬祭費、診療等に係る手数料などの総額

収支状況と基金残高の推移
収入

（基金分含めず） うち税収 支出 収支 基金残額

H18 38億5,119万円 9億　974万円 37億5,785万円 9,334万円 6億　665万円
H19 40億8,225万円 9億　107万円 40億6,368万円 1,857万円 5億6,135万円
H20 38億1,191万円 6億8,926万円 38億6,431万円 △　5,240万円 4億1,485万円
H21 38億2,394万円 6億8,926万円 39億3,011万円 △1億　617万円 3億5,557万円
H22 37億9,380万円 6億6,639万円 39億4,117万円 △1億4,737万円 1億5,926万円
平成19年度と比べ平成20年度の収入額が減っているのは、後期高齢者医療保険が開始され、被保険者数が減少したためです。

平成22年度の国保会計決算は「赤字」なの？
◆問い合わせ　健康保険課保険係シリーズ 健康と暮らしを支える  国保

つまり、支出＞収入となっており、基金を取り崩せない場合、赤字会計となります。

近年、保険税は減少する一方、保険給付金は増加しています。

歳入
39億9,027万円

①保険税
6億6,639万円
16.7％

①保険税
6億6,639万円
16.7％

⑦保険給付費
28億1,874万円
71.5％

⑦保険給付費
28億1,874万円
71.5％

⑧後期高齢者支援金
4億410万円
10.3％

⑧後期高齢者支援金
4億410万円
10.3％

⑨介護納付金
1億7,741万円　4.5％
⑨介護納付金
1億7,741万円　4.5％

⑩拠出金
4億4,655万円
11.3％

⑩拠出金
4億4,655万円
11.3％

⑪その他　9,437万円　2.4％⑪その他　9,437万円　2.4％

②国庫支出金
12億1,827万円
30.5％

②国庫支出金
12億1,827万円
30.5％

③交付金
11億7,407万円

29.4％

③交付金
11億7,407万円

29.4％

④県支出金
1億8,251万円
4.6％

④県支出金
1億8,251万円
4.6％

⑤その他
5億5,256万円

13.8％

⑤その他
5億5,256万円

13.8％

⑥基金繰入金
1億9,647万円　4.9％
⑥基金繰入金
1億9,647万円　4.9％

歳出
39億4,117万円

122011.1013 2011.10



役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役場からの お知らせ

ト
ピ
ッ
ク
ス

情報公開

　ミカン等の長与町産を使った料理やお菓子などを、
提供していただく店舗を広める取り組みとして、9
月6日（火）に健康センターで、町内の飲食店等を
対象に「みかん料理試食会」を開催しました。
　昨年度の町民提案事業で食生活改善推進員の皆さ
んが作成された「長与町の特産品を使ったレシピ集」
の中から8品を、10事業所16人の参加者の皆さん
に試食していただきました。参加した方からは「レ
シピだけの紹介ではなく、実際に試食することがで
き、作ってみたいという気持ちになった」「レパー
トリーが豊富でとても勉強になった」「長与産を使っ
た商品をアピールしていくうえで、とても参考に
なった」と感想を述べられました。
� ◆問い合わせ　政策推進課

みかん料理試食会！

　9月8日（木）水道局会議室にて、今年度6回シリーズの3回目となる、健康セミナー知らんばそん隊『な
がよ塾』が、「腎臓病」をテーマに開催されました。講師として、平井内科医院の平井義修先生をお招き
し（先生は8月「糖尿病」から連続講演）夜間にも関わらず、約80人の町民塾生が学びました。
　平井内科医院には町内唯一の透析施設があり、腎臓はご専門。町民の健康に一番近く関わる先生の「食
生活は減塩が基本！」「自覚症状がないまま進行するため、毎年の健診が大切！」などのお言葉は、普段
メディア等で聞くよりもずっと、参加者一人一人に自分自身のこととして心に響くものでした。
　今後の『ながよ塾』は、11月10日、12月8日（すべて木曜）に実施します。
　入塾はいつからでもOK。ぜひ、会場でお会いしましょう！
� ◆問い合わせ　役場健康保険課　健康増進係

規則正しい生活が、
いかに大切かわかりました。

塩からかもんは
やっぱり、いかんとね！

わ健康の ひろがっています！ 『ながよ塾』～ ～知らんば
そん隊

町の人事行政の運営などの状況を公表します。
　平成22年度の長与町人事行政の運営等の状況について、その概要を公表します。詳しくは、長与町ホームページに
公開しておりますのでご覧ください。

職員の任免及び職員数に関する状況
①採用及び退職等の状況（平成22年度）� （単位：人）

区分 採用
退職

定年 勧奨 自己
都合 死亡 懲戒

免職
一般行政職 12 4 1 2 0 0
水　道　局 1 1 0 0 0 0

計 13 5 1 2 0 0

職員の休暇等取得の状況
①年次有給休暇の取得状況

区分 平均取得日数（日） 有給休暇消化率（％）
一般行政職 9.6 47.8
水　道　局 12.1 60.5
全　職　員 9.8 49.2

※消化率＝（取得日数／平成22年度付与日数）×100

②育児休業及び部分休業の取得状況
　育児休業取得者	 3人
　部分休業取得者	 0人

職員の研修及び勤務成績の評定の状況
①研修の実績
　「実務主義」、「支援主義」の基本方針に基づき、延べ421人に
対し、職員研修を行いました。
②勤務成績の評定の状況
　地方公務員法第40条の規定に基づき、定期的に形式的勤務評
定を行っています。なお、職員の意識改革、組織の活性化を目
的として平成20年度に人事評価システムを構築し、導入に向け
試行を実施しております。

職員の分限及び懲戒処分の状況
①分限処分者の状況
休職　1人（心身の故障によるもの）
その他の分限処分はありません。
②懲戒処分者の状況
懲戒処分者はいません。

職員の福祉及び利益の保護の状況
①衛生管理関係の実施状況
　一般健康診断受診者245人（対象者249人）
②公務災害認定件数
　該当者はありません。
③職員会事業の実施状況
　地方公務員法第42条の規定に基づく職員の保健、元気回復そ
の他厚生に関する以下の事業を、長与町職員会（会員数221人）
において実施しました。
・人間ドック及び各種がん検診の助成
・長与町ペーロン大会への参加
・各種レクリエーション事業
・庁舎周辺の清掃
・その他職員の福利厚生に関する事業

③級別職員数の状況（平成22年4月1日現在）
区分 標準的な職務内容 一般行政職 水道局
7級 部長、会計管理者、次長、局長、理事の職務 7人 1人
6級 課長、室長、課長職に相当する局長等の職務 23人 2人
5級 場長、所長、参事、課長補佐等の職務 36人 7人
4級 副参事、困難な業務を処理する係長等の職務 37人 6人
3級 係長、主査、主任の職務 52人 3人
2級 主事、保健師、保育士の中級職務 22人 1人
1級 主事、保健師、保育士の初級職務 16人 2人

※学校用務員（3人）及び教育職員（3人）は含みません。

④特別職の報酬等の状況（平成22年度）
区分 給料（報酬）月額 期末手当
町　長 857,000円

2.6月分

副町長 691,000円
教育長 651,000円
議　長 343,000円
副議長 285,000円
議　員 258,000円

職員の給与の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　（平成22年4月1日現在）
区分 職員数（人） 平均年齢 職員1人当たりの

平均給料月額
一般行政職 196 43歳  0月 333,317円
水　道　局 22 46歳10月 359,421円
全　職　員 218 43歳  4月 335,952円
※上記には、「技能労務職員（学校用務員）」3人は含みません。

②期末手当・勤勉手当の状況
　（平成22年度）

支給割合 期末手当 2.6  月分
勤勉手当 1.35月分

加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5～ 15％

②昇任及び降任の状況（平成22年度）� （単位：人）

区分
昇任

降任係長級 課長
補佐級 参事級 課長級 部長級

一般行政職 1 0 2 7 4 0
水　道　局 1 0 1 0 1 0

計 2 0 3 7 5 0

◆問い合わせ　総務課

みかんマリネ
鶏手羽元のみかん煮

みかん寿司
さつまいもの
みかん煮

みかん
パエリア

みかんごはん

みかん
レアチーズケーキ

みかん
クレープ
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後期高齢者医療

　
来
年
度
か
ら
長
与
町
で
使
用
す
る
中
学
校
教
科
書

が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

種　
　
目

発　
行　
者

国　
　
語

教
育
出
版
株
式
会
社

書　
　
写

光
村
図
書
出
版
株
式
会
社

社　
　
会

（
地
理
的
分
野
）
東
京
書
籍
株
式
会
社

社　
　
会

（
歴
史
的
分
野
）
東
京
書
籍
株
式
会
社

社　
　
会

（
公
民
的
分
野
）
東
京
書
籍
株
式
会
社

地　
　
図

株
式
会
社
帝
国
書
院

数　
　
学

株
式
会
社
新
興
出
版
社
啓
林
館

理　
　
科

東
京
書
籍
株
式
会
社

音
楽（一般
）

株
式
会
社
教
育
芸
術
社

音　
　
楽

（
器
楽
合
奏
）
株
式
会
社
教
育
芸
術
社

美　
　
術

日
本
文
教
出
版
株
式
会
社

保
健
体
育

東
京
書
籍
株
式
会
社

技
術・家
庭

（
技
術
分
野
）
開
隆
堂
出
版
株
式
会
社

技
術・家
庭

（
家
庭
分
野
）
開
隆
堂
出
版
株
式
会
社

英　
　
語

学
校
図
書
株
式
会
社

　
8
月
28
日
（
日
）、
町
民
版
「
な
が
よ
検
定
」
が
行

わ
れ
、
ス
ー
パ
ー
級
か
ら
18
級
ま
で
、
漢
字
の
読
み

書
き
と
計
算
の
検
定
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
受
検

者
は
91
歳
（
前
回
も
受
検
）
に
な
る
方
か
ら
町
外
の

学
校
に
通
う
小
学
生
ま
で
、
延
べ
27
人
。
合
格
め
ざ

し
て
、
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
第
2
回
検
定
を
、
平
成
24
年
1
月
29
日
（
日
）
に

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
で
実
施
し
ま
す
。
検
定
料

は
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
受
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

平
成
23
年
度
第
1
回
町
民
版「
な
が
よ
検
定
」終
了

　
町
外
の
学
校
へ
通
わ
れ
て
い
る
小
・
中
学
生

で
、
現
在
町
民
版
の
テ
キ
ス
ト
を
購
入
さ
れ
使

用
し
て
い
る
方
は
、「
第
2
回
検
定
」
で
は
、

学
校
版
（
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
内
容

を
変
更
）
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
使
用
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
学
校
版
の
テ
キ

ス
ト
を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

◆
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

次はスーパー級に挑戦します！

若い人には
負けないぞ！ ぜんぶ

たのしかったよ

平
成
24
年
度
使
用

「
中
学
校
用
教
科
書
」� が
決
ま
り
ま
し
た

展示発表の部
（15日13時～ 17時・16日9時～ 15時30分）
色鉛筆画、書道、ペン習字、パステルアート、自治会
有志作品、小中学生作品、コミュニティの取組みなど
ステージ発表の部（16日12時30分～ 15時30分）
コーラス、リズムストレッチ、健康体操、太極拳、民踊、フォーク
ダンス、太鼓、小学生演技、中学生吹奏楽、詩吟、カラオケなど
お茶席接待（16日11時～ 13時30分頃）
軽食販売（16日11時～ 13時）
おにぎり・すしの販売（数量に限りあり）、喫茶コーナー
テントショップ（16日10時～ 15時）
健康相談（16日10時～ 14時）
◆問い合わせ　上長与地区公民館　☎883–7711

ステージ部門
民謡・詩吟・三味線・合唱・太極拳・リフレッ
シュ体操・バンド演奏・社交ダンス・カラオケ・
ヒップホップダンスなど
展示部門
書道・アロマテラピー・リボンフラワー・要約筆
記・中華料理・カラーコーディネート・和布小物
作り・刺し子・水彩画・手作りパンなど
その他
手作りパンの販売・お茶席・抽選会
◆問い合わせ　長与町勤労青少年ホーム
　　　　　　　☎883–6224

勤青ながよまつり
－11月13日（日）12時10分～15時40分－

ところ　老人福祉センター

上長与地区公民館まつり
－10月15日（土）・16日（日）－　ところ　上長与地区公民館

◆
日
時　
10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　
長
与
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
講
師　
矢
野
大
和（
や
の
た
い
わ
）氏

　

今
年
は
丸
田
郷
・
嬉
里
郷
の
主

な
史
跡
を
め
ぐ
り
現
地
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

◆
実
施
日　
10
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時（
集
合
）～

�

16
時（
解
散
）

◆
集
合
場
所　
長
与
町
図
書
館
前

◆
案
内
と
説
明

近
藤　
哲
夫

（
郷
土
誌
友
の
会
世
話
人
）

◆
主
催　
長
与
町
郷
土
誌
友
の
会
・

　
　
　
　
長
与
町
教
育
委
員
会

◆
後
援　
長
与
町

◆
参
加
費　
無
料

※
長
与
の
歴
史
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
、性
別
・
年
齢
を
問
い
ま
せ

ん
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

長
与
町
立
公
民
館 

4
館
合
同
講
演
会

「
笑
っ
て
元
気
」口
演
会

「
ふ
る
さ
と
長
与
の

�

史
跡
め
ぐ
り
」

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

申
込
み
は
各
公
民
館
へ
お
願
い
し
ま
す
。

長
与
町
公
民
館

☎
8
8
3

−

2
8
5
4

高
田
地
区
公
民
館

☎
8
5
6

−
2
7
7
9

上
長
与
地
区
公
民
館

☎
8
8
3

−

7
7
1
1

多
目
的
研
修
集
会
施
設

☎
8
8
7

−

0
3
9
2

〈
講
師
〉
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

元
大
分
県
佐
伯
市
職
員
。大

分
県
宇
目
町
の「
観
光
大
使
」と

し
て
全
国
を
東
奔
西
走
。市
町
村

合
併
後
も
佐
伯
市
の「
観
光
大

使
」と
し
て
3
，
6
0
0
ヵ
所

の
会
場
で
口
演
を
行
う
。
市
役

所
退
職
後
、
フ
リ
ー
と
な
っ
た

現
在
も
「
笑
っ
て
元
気
な
口

演
」
は
月
30
会
場
を
超
え
る
。

　

全
国
素
人
落
語
講
演
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。

※
長
与
町
郷
土
誌
友
の
会
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

長
与
町
郷
土
誌
友
の
会
事
務
局

尾
上
隆
三

☎
／
F
A
X

　
8
8
3

−

3
6
9
8

年
会
費　
1
，
0
0
0
円

末
法
七
面
大
天
女
・
八
幡
神

社
・
五
輪
の
塔
・
丸
田
の
古
館

跡・長
澤
勘
作
の
墓・六
部
様・

殿
様
墓
・
円
能
寺
跡
越
後
様
・

水
神
様・長
与
焼
窯
跡（
皿
山
）

見
ど
こ
ろ

町立公民館などの施設では、土曜日に「子ども向け体験講座」を開設しています。
希望者は、それぞれの施設へ電話、または、FAXで申し込んでください。
※時間は、10：00〜 12：00です。申し込み多数の場合は、抽選となります。

施設名 講座名 ガイド 人数 開催日 締切
長与町公民館
☎883–2854　FAX883–8414

楽しい
レクリエーション ジュニアリーダーと遊ぼう！ 30人 11月12日（土） 11月4日（金）

高田地区公民館
☎856–2779　FAX855–0050

たのしい
お菓子づくり

おいしいお菓子をつくってみよ
う（要実費） 15人 10月29日（土） 10月23日（日）

上長与地区公民館
☎883–7711　FAX883–0575

わくわく
科学あそび

てこの原理を利用したおもちゃ
を作ろう 20人 11月26日（土） 11月10日（木）

多目的研修集会施設
☎887–0392　FAX883–2035

クリスマスグッズ
を作ろう

松ぼっくりリースとステンドグラス風
の飾りを作ります。（材料費300円） 15人 11月19日（土） 10月31日（月）

　「子どものつどい」は、町内の子ども会会員が一堂につどい、日頃の子ども会活動の成
果を発表しあい、いろいろな体験や遊びを通じてお互いの交流、親睦を深める場です。
　今年も恒例のあめ大当たりコーナーを計画しています。
　みなさんふるってご参加ください！
◆場　所　長与町民体育館及び長与町民体育館駐車場
◆内　容　①遊びのコーナー ②ジュニアリーダーのコーナー ③冒険の広場 ④創作活動のコーナーなど
◆主　催　長与町子ども会育成会連絡協議会・長与町教育委員会

「第38回長与町子どものつどい」開催！　10月16日（日）午前9時30分開会
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く ら し
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敬老の日

保　　健保　　健

ふ く し

後期高齢者医療

24時間電話を通して健康をお届けします。

※祝祭日は前日のテープが流れます。
※朝9時から翌朝9時までの24時間、同じ内容のテープが3分
間流れます。

 月 膵臓炎
 火 膵臓腫瘍
 水 子どもの救急シリーズ②腹痛
 木 危険なほくろ
 金 入れ歯の安定剤と清掃剤の使い方
 土日 生理痛の治療（月経困難症）

健康テレホンサービス
（フリーダイヤル）

☎826‒5511
☎0120‒555‒203

2011年10月のテーマ

◆
日
　
時　
11
月
21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　
9
時
30
分
～
13
時

◆
場
　
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
象　
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
新
婚

さ
ん
で
料
理
が
少
し
苦
手
と
い
う
方

◆
定
　
員　
そ
れ
ぞ
れ
16
組（
託
児
も
あ
り
ま
す
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
の
方
を
優
先
い

た
し
ま
す
。

◆
内
　
容　
調
理
実
習
及
び
交
流

◆
持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
参
加
費
7
0
0
円

託
児
に
必
要
な
物
（
水
筒
・
着
替
え
な
ど
）

※
1
才
未
満
の
お
子
さ
ま
は
昼
食
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
締
切　
11
月
11
日
（
金
）
午
前
中

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
保
険
課
健
康
増
進
係

（
内
線
1
2
3・1
2
9
）

◆
日
程
・
場
所

11
月
25
日
（
金
）・
26
日
（
土
）
健
康
セ
ン
タ
ー

◆
健
診
の
種
類

【
国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
40
歳
以
上
の
方
、

�

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方
】

特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
・
が
ん
検
診
・
前
立
腺
検
診
・
骨

粗
鬆
症
検
診

【
そ
の
他
の
保
険
に
加
入
で
40
歳
以
上
の
方
】

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
・
が
ん
検
診
・
前
立
腺
検
診
・

骨
粗
鬆
症
検
診

※
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
に
は
受
診
券
が
必
要

で
す
。
後
期
高
齢
者
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
介
護

保
険
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
が
ん
検
診
は
20
　
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
費
用

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
…
無
料

が
ん
検
診
…
一
部
自
己
負
担

前
立
腺
・
骨
粗
鬆
症
検
診
…
全
額
自
己
負
担

◆
申
込
期
間　
11
　
月
11
　
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
保
険
課
健
康
増
進
係（
内
線
1
2
8・1
2
9
）

※
詳
し
く
は
、各
世
帯
配
布
の「
平
成
23
年
度
長
与
町
成

人
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
結
果
説
明
は
、
平
成
24
年
1
月

6
日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。
そ
の
他
が
ん
検
診
等
は
結
果
を
お
渡

し
す
る
の
に
約
1
か
月
か
か
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
度
最
後
の
集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
！

手
軽
で
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
言
い
な
が
ら
、
母
も
子

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
与
町
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、『
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
！
』
を
合

言
葉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

長
与
町
食
生
活
改
善
推
進
員
主
催

お
母
さ
ん
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

お
済
み
で
す
か
？ 

特
定
健
診

◆日　時　10月23日（日）9時30分～ 15時
◆場　所　長与町健康センター、ふれあいセンター
◆内　容　講演・寸劇「本当は楽しいメタボ撃退」
　その他にも運動、歯、子育て、健康相談など多彩なコーナーを設けています。
　ぜひ、ご来場ください！　お待ちしています（^O^）／
※詳しくは配布チラシをご覧ください。

◆健康ながよ21◆

第6回健康まつり　開催！

◆主　催　健康ながよ21推進専門委員会・長与町
◆共　催　長与町コミュニティ地区連絡協議会・長与町食生活改善推進員協議会

長与町健康づくり推進員協議会・長与町母子保健推進員協議会

◆問い合わせ　健康保険課健康増進係
　　　　　　　（内線122、123）

今年のテーマは…

『絆』

　
最
新
の
看
護
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
を
修
得
し

て
い
た
だ
き
、
未
就
業
看
護
職
の
就
業
促
進
と
在
職

看
護
職
の
離
職
防
止
を
行
い
、
看
護
職
の
確
保
定
着

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
義
及
び
演
習

◆
日
　
時

11
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）
9
時
～
16
時

◆
場
　
所　
長
崎
県
看
護
協
会
長
崎
会
館

（
長
崎
市
魚
の
町
3

−

28
）

◆
内
　
容　
看
護
の
動
向
、
看
護
倫
理
、
急
変
時
の

看
護
（
救
急
法
の
基
礎
知
識
・
実
技
）、
医
療
事

故
防
止
、
院
内
感
染
防
止
、
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
移
動
・
移
乗
の
演
習
）

病
院
実
習
（
各
地
区
実
習
病
院
）

◆
日
　
時　
11
月
14
日
（
月
）
～
16
日
（
水
）

　
　
　
　
8
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
対
　
象

①
未
就
業
の
方

（
講
義
・
演
習
・
実
習　
全
日
程
参
加
で
き
る
方
）

②
就
業
中
で
講
義
を
受
け
た
い
方

（
講
義
・
演
習
の
2
日
間
参
加
で
き
る
方
）

◆
定
　
員　
40
人

◆
受
講
料　
無
料

◆
締
　
切　
10
月
26
日
（
水
）

◆
問
い
合
わ
せ　
長
崎
県
看
護
協
会
内

　
　
　
　
　
　
長
崎
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
0
9
5
7

−

49

−

8
0
6
0

　

長
与
町
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
主
催
の
平
成
23

年
度
長
与
町
殉
国
者
追
悼
式
が
、
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
と
　
き　
10
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
～

◆
と
こ
ろ　
長
与
町
民
文
化
ホ
ー
ル

※
長
与
町
役
場
玄
関
前
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
9
時
10
分
、
9
時
25
分
、
9
時
40
分
）
が

出
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
役
場
駐
車
場
は
自
家
用
車
の
駐
車
は
で
き

ま
せ
ん
）

長
与
町
殉
国
者
追
悼
式

平
成
23
年
度
第
3
回

看
護
力
再
開
発・離
職
防
止
講
習
会
開
催

　

な
お
、「
長
崎
県
戦
没
者
追
悼
式
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
20
日
（
木
）
午

前
10
時
30
分
よ
り
、
大
村
市
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
（
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
）

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
遺
族

の
参
列
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

もうすぐ パパ・ママになるご夫婦 集まれ！

〜両親学級のお知らせ〜
　お風呂の入れ方などの実習を含んだ、楽しいプ
レ・スクールです。
　ご家族の参加も大歓迎！多数ご参加ください。
◆と　　き　11月12日（土）
　　　　　　13時30分～16時（受付13時15分～）
◆と こ ろ　長与町健康センター 4階
◆申込締切　11月4日（金）
◆申込／問い合わせ
　健康保険課健康増進係
　（内線122・123）

パパ・ママ学級

◆
期
　
日

11
月
10
日
（
木
）

◆
時
間
・
場
所

9
時
～
13
時　
長
与
町
役
場

あ
な
た
の
献
血
が
患
者
さ
ん
の
生
命
を
助
け
ま
す

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

けんけつちゃん

将
来
的
に
血
液
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
の
献
血
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

消費生活

情報公開

教育・文化

国際交流

選　　挙

環　　境

介　　護

ふ く し

老人クラブ

く ら し

町民提案事業

保　　健

財　　務

職員採用

敬老の日

ふ く し ふ く し

後期高齢者医療

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
お
い
で
よ
！

　10月から子ども手当制度が変わります。
　9月まで手当を受け取っていた方も含めて、手当を受けるためには新たに申請が必要となります。
　対象となる子どもがいる世帯には10月中旬頃、申請書を発送する予定です。届き次第、手続をお願いします。
　子どもを養育している方が公務員の場合は職場での申請となりますので役場
での手続は不要です。
　平成24年4月からの手当制度については未定です。決まり次第ご案内する予定です。

◆申請期限　平成24年3月31日（土）郵送の場合は3月31日消印有効
※平成23年10月1日に受給要件がある方は、平成24年3月31日までに
申請をすれば平成23年10月分からの手当を受け取ることができます。

◆受付場所　役場福祉課（役場5番窓口）
◆受付時間　平日の開庁時間（8時45分～ 17時30分）

（土日祝・平成23年12月29日～平成24年1月3日を除く）
※ただし平成24年3月31日（土）は、9時～ 17時に子ども手当に限り休日窓口受付をします。

◆支給額の変更点
変　更　前 変　更　後

期　　間 平成23年4月から9月まで 平成23年10月から平成24年3月まで

支
給
月
額

3歳未満

13,000円

15,000円

3歳～
小学校
終了前

第1子
第2子 10,000円

第3子
以降 15,000円

中　学　生 10,000円

支　給　日
4・5月分 6月～ 9月分 10月～ 1月分 2・3月分

平成23年6月10日
支給済

平成23年10月7日
支給予定

平成24年2月10日（※）
支給予定

平成24年6月8日
支給予定

※平成24年2月10日に手当を受け取るためは、平成24年1月31日までに申請が必要です。（郵送の場合同日必着）

◆新たな支給要件等
・子どもに対しての国内居住要件が設けられました。
海外に居住する子どもについては手当が支給されません。ただし例外として、留学等により短期間日本
を離れる子どもについては、支給される場合がありますのでご相談ください。
・児童福祉施設等に入所している子どもにかかる手当は、施設の設置者等に支給されます。
児童福祉施設等に入所している子どもの父母等は、手当を受給できなくなります。修学等の理由で一時
的に学校の寮などに入っている場合は、父母等へ支給となります。
・未成年後見人や父母指定者（父母等が国外にいる場合のみ）に対しても手当が支給されます。
父母等が国外にいても、日本国内において対象となる子どもを養育している人を「父母指定者」に指定
すれば手当が支給されます。
・子どもと別居している方の受給要件が変わります。
両親が離婚を前提に別居をしている場合は、原則として子どもと同居している方に支給されます。ただし、
単身赴任の方が主に子どもの生計を維持している場合は、その住所地での受給となります。
・保育料を子ども手当から特別徴収するしくみが取り入れられます。

新しい子ども手当制度について、ご不明な点がありましたらお問い合せください。

平成23年10月から子ども手当制度が変わります ◆問い合わせ　福祉課児 童 館 か ら の お 知 ら せ

◆「ミカンちゃんひろば」10・11月のスケジュール◆
児童館名 開 催 日 内　容

高田児童館
☎857−4500

　10月  6日（木）
　10月20日（木）
　11月17日（木）

新聞紙であそぼう
うんどうあそび
葉っぱであそぼう

上長与児童館
☎887−2616

　10月  6日（木）
　10月20日（木）
※11月17日（木）

おみせやさんごっこ
うんどうあそび（外部講師）
いもほりごっこ（土あそび）

長与北児童館
☎887−3319

　10月20日（木）
　11月17日（木）

小麦粉ねんどあそび
自由にあそぼう

長与南児童館
☎883−3996

　10月21日（金）
※11月18日（金）

自由にあそぼう
おいもほり※

長与児童館
☎883−6399

★10月20日（木）
　11月15日（火）

公園であそぼう（現地集合・解散）
お店屋さんごっこ

児童館名 定　員 受付期間 備　　　考

※上長与児童館 親子8組 11月1日（火）～
（定員になり次第締切） 着替え・長靴・お茶を持ってきてください。

※南児童館 親子15組

◆時間　10時30分～ 11時30分
自由参加のため申し込みはいりません。
当日、直接各児童館へお越しください。
※は、申込みが必要です。詳しくは、
担当児童館にお問い合わせください。

8月23日（火）老人福祉センター大
ホールで、5館合同の『じどうかん
フェスタ』を開催しました。

★集合場所：総合運動公園（町民体育館横）芝生広場（雨天時：長与児童館で「自由にあそぼう」）
9月号広報にて、開催日10月18日（火）とお知らせしておりましたが、10月20日（木）に変更となっています。
お詫びして訂正いたします。

『
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
は
、
親
子
で

自
由
に
遊
べ
る
み
ん
な
の
広
場
で
す
。
親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
お
友
達
づ
く
り
の

場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

町
内
在
住
の
0
歳
（
生
後
2
か
月
位
）

か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
・
妊

婦
の
方

◆
開
館
日　
月
～
金
曜
日

◆
時
　
間　
各
セ
ン
タ
ー
を
参
照

「
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
」�

◆
時
　
間

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

※
木
曜
日
は
13
時
～
16
時
の
み

★
10
月
の
ツ
イ
ン
ズ
の
会

（
多
胎
児
親
子
対
象
）

10
月
18
日
（
火
）
10
時
～
11
時

★
10
・
11
月
の
『
に
こ
に
こ
相
談
』

就
学
前
の
親
子
を
対
象
と
し
た
、
専
門

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
子
育
て
相
談

（
予
約
が
必
要
で
す
）

10
月
11
日
（
火
）・
19
日
（
水
）

11
月
2
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

10
時
～
15
時

★
絵
本
よ
み
き
か
せ

毎
週
月
曜
日　
11
時
30
分
～

毎
週
金
曜
日　
15
時
～

◆
場
所
／
問
い
合
わ
せ

「
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
」

（
ほ
ほ
え
み
の
家
内
）

高
田
郷
2
0
0
5

−

2

☎
8
5
5

−

8
5
5
1

「

」

◆
10
月
の
活
動

◆
時
　
間　
10
時
～
15
時

★
運
動
会
ご
っ
こ
　
18
日
（
火
）

★
誕
生
会
（
10
月
生
）
25
日
（
火
）

★
遠
足
ご
っ
こ
　
27
日
（
木
）

※
他
の
日
は
自
主
活
動
に
な
り
ま
す
。

◆
11
月
の
活
動

★
太
極
拳
講
座　
8
日
（
火
）

※
詳
し
い
事
は
園
の
方
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
問
い
合
わ
せ

あ
じ
さ
い
保
育
園

吉
無
田
郷

�

1
2
2
1

−

1
5
5

☎
8
8
3

−

8
8
5
3

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」�

◆
時
　
間

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

★
公
園
で
遊
ぼ
う

（
嬉
里
中
央
公
園
で
み
ん
な
で
遊
び
ま
す
）

※
現
地
集
合

10
月
24
日
（
月
）・
11
月
2
日
（
水
）

10
時
～
11
時

★
園
庭
で
遊
ぼ
う
（
予
約
不
要
）

10
月
17
日
（
月
）・
11
月
21
日
（
月
）

10
時
～
12
時

★
お
は
な
し
会
（
予
約
不
要
）

11
月
25
日
（
金
）
10
時
30
分
～

◆
場
所
／
問
い
合
わ
せ

長
与
保
育
園

嬉
里
郷
6
7
5

☎
8
8
3

−

2
5
3
8

高田小学校
至長崎駅 至長与駅

駐車場

百合野

ふ
れ
あ
い

　

セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み
の
家

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

体育館

皆前橋バス停
←至 役場

平井医院

三保寿司

行徳レディース
クリニック

至 寺の下→

長与保育園
子育て支援センター
さくらんぼ

あじさい
保育園 公民館

大門ゴールド電気

子ども手当とは
　子ども手当は、次代
の社会を担う子どもの
健やかな育ちを社会全
体で応援す
る制度です。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

消費生活

情報公開

教育・文化

国際交流

選　　挙

環　　境

介　　護

ふ く し

老人クラブ

く ら し

町民提案事業

保　　健

財　　務

職員採用

敬老の日

ふ く し ふ く し

老人クラブ

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
催
し

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
催
し

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
催
し
11月

環　　境

後期高齢者医療

◆
講
　
師　
古
野　
陽
一
氏

◆
対
　
象　
・
乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
保
護
者

・
子
ど
も
に
関
わ
る
お
仕
事
の
方

・
そ
の
他　
関
心
の
あ
る
方

◆
日
　
時　
11
月
5
日
（
土
）
19
時
～

◆
場
　
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
体
育
館

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
参
加
費　
無
料

◆
主
　
催　
高
田
保
育
所
（
町
内
保
育
士
勉
強
会
）・
長
与
保
育
園
・

め
ぐ
み
保
育
園
・
の
ぞ
み
保
育
園
・
わ
か
ば
保
育
園
・
道
の
尾
保
育

園
・
あ
じ
さ
い
保
育
園

◆
問
い
合
わ
せ　
高
田
保
育
所　
担
当 

山
中　
☎
8
5
6

−

2
3
3
3

※
託
児
が
必
要
な
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
10
月
28
日（
金
）ま
で
）

（
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

　
北
九
州
市
在
住
。
三
児
の
父
。

　
次
男
誕
生
の
頃
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
の
様
々
な
活
動
に
関
わ

り
、
特
に
、
当
時
ビ
デ
オ
漬
け
に
し
て
い
た
長
男
が
ノ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
取
り
組
み
で
劇
的
に
改
善
し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
と
メ

デ
ィ
ア
の
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
。
I
T
技
術
者
と
し
て
28
年

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
、ゲ
ー
ム
製
作
者
の
経
験
も
生
か
し
て
、ケ
ー

タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
等
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

を
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
広
く
啓
発
し
て
い
る
。

・
N
P
O
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
専
務
理
事

・「
子
ど
も
が
未
来
」
代
表

・
N
P
（
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ　
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
）

J
a
p
a
n
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ー
ナ
ー

　
三
障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
方
が

一
同
に
集
ま
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
仲

間
と
の
交
流
を
通
じ
て
健
康
増
進
と
障
害
者

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　
10
月
29
日
（
土
）
10
時
～

◆
場
所　
町
民
体
育
館

◆
内
容　
車
い
す
リ
レ
ー
・
じ
ゃ
ん
け
ん
リ

レ
ー
・
パ
ン
喰
い
競
走
な
ど

※
三
障
害
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
主
催　
長
与
町
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会

◆
後
援　
長
与
町
、
長
与
町
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　
長
与
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
広
場
の
祭
典
大
会
事
務
局

相
川　
☎
8
8
7

−

5
1
8
8

（
長
与
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

毎
週　
月
、水
、金　
13
時
30
分
～
16
時
）

演　
題　
『
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
と
子
ど
も
へ
の
影
響
』

長
与
町
保
育
月
間
講
演
会
の
お
知
ら
せ

～
子
供
の
未
来
を
考
え
よ
う
～

◇
障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
◇

第
13
回「
ふ
れ
あ
い
広
場
の
祭
典
」開
催
！

〔派遣要項〕
■ �長崎っ子のためのメディア環境協議会が実施した「メディア安全指導員養成講座」を
修了した指導員を派遣します。

■ �PTAや保護者会などに、ご要望に応じて、60分から90分程度の講習会の講師を派遣します。
■ �講習会テーマ…子どものメディア利用の現状、長時間接触の問題、ゲーム・ケー
タイ・ネットの各問題点と具体的な対応策（親子の対話による対応策など）。

■ �派遣範囲…県下一円
■ �派遣費用…謝金（5千円～ 1万円程度）と交通費の実費が必要です。

◆問い合わせ　 長崎県こども政策局こども未来課
〒850-8570　長崎市江戸町2番13号　☎895−2686

学校・幼稚園・保育園・PTA・青少年育成会・公民館等に
「メディア安全指導員」を派遣します

　
県
で
は
、
様
々
な
事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
を
家
庭
に
受
入
れ
育
て
る
里
親
制
度
の
こ
と
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
里
親
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
里
親
希
望
者
の

相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
23
日
（
日
）
13
時
～
16
時

◆
場
所　
大
村
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
大
村
市
中
央
公
民
館
）
大
村
市
幸
町
25

−

33

◆
参
加
費　
無
料
（
当
日
、
直
接
会
場
へ
）

　
　
　
　
　
※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

◆
問
い
合
わ
せ

長
崎
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎　
8
4
4

−

6
1
6
6

F
A
X
8
4
4

−

1
8
4
9

　
日
頃
よ
り
、
長
与
町
の
環
境
行
政
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
を
行
って
い
ま
す

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」に
つ
い
て
、分
別

の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
に
出
さ
れ
て
い
る
ご
み

袋
が
増
え
て
い
ま
す
。き
れ
い
に
分
別
さ
れ
る

ほ
ど
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。今一度
、ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
分
別
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、皆
様

方
の
分
別
への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、上
の
写
真
の
よ
う
に
レ
ジ
袋
に
入
れ

ず
、下
の
写
真
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
検
査
時
に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
）分
別
作
業
を
す
る
人
は
、

一つ一つ
袋
を
開
け
て
仕
分
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
近
く
の
単
位
ク
ラ
ブ
ま
た
は

事
務
局
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

【
参
加
募
集
】

第
1
回
長
与
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

日
時　
11
月
25
日
（
金
）
9
時
30
分
～
15
時
40
分

場
所　
総
合
運
動
公
園
広
場

参
加
対
象
者　
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
で

　
　
　
　
　
　
満
60
歳
以
上
の
長
与
町
民

申
込
先　
役
場
介
護
保
険
課

申
込
締
切　
11
月
4
日
（
金
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
11
月
26
日
（
土
）

※
今
回
は
個
人
戦
で
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
お
知
ら
せ
】

町
老
連
　
校
区
活
動
月
間
調
整
会
議

日
時　
11
月
1
日
（
火
）

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
46
回
　
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

日
時　
11
月
15
日
（
火
）

会
場　
長
崎
市
公
会
堂

内
容　
町
老
連
は
会
員
増
加
の
た
め
、
3
年
連
続
表
彰

を
受
け
ま
す
。
町
内
32
単
位
ク
ラ
ブ
の
全
会

長
が
参
加
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
長
与
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
桑
原　
☎
8
8
3

−

6
2
0
4

里
親
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

�

分
別
に
つ
い
て

長
与
町
の
ご
み
の
選
別
を

行
っ
て
い
る
写
真
だ
よ
。作
業

員
の
方
が
作
業
を
し
や
す
い

よ
う
に
…
と
少
し
で
も
考
え

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
な
♪

平成21〜 23年度
一般家庭からの燃えるごみ排出量
月

月別排出量（t） 1日1人当たりの排出量（g）
21年度 22年度 23年度 21年度 22年度 23年度

4 595.39 621.53 623.50 468 485 486
5 607.95 628.78 677.84 462 475 511
6 641.81 604.27 599.99 504 471 468
7 603.85 623.96 592.86 458 471 448
8 579.17 617.13 607.01 439 466 458
9 546.82 545.22 428 425
10 576.05 552.47 436 416
11 548.60 584.63 428 455
12 608.56 582.91 460 439
1 558.97 539.82 422 407
2 489.84 487.47 409 407
3 625.48 577.04 474 436
8月末
累計 3,028.17 3,095.67 3,101.20 2,331 2,368 2,371

年間
合計 6,982.49 6,965.23 3,101.20 5,388 5,353 2,371

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
と
は
…
？

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
が
合
体

し
た
よ
う
な
ボ
ー
ル
を
、一
般
ゴ
ル
フ
用
ク
ラ
ブ

を
使
っ
て
傘
を
逆
さ
に
立
て
た
よ
う
な
ネ
ッ
ト

を
目
が
け
て
打
つ
、ゴ
ル
フ
を
ミ
ニ
化
し
た
競
技

で
す
。2
0
1
4
年
の「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
」で
は
、長
与
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

消費生活

情報公開

教育・文化

国際交流

選　　挙

環　　境

介　　護

ふ く し

老人クラブ

く ら し

町民提案事業

保　　健

財　　務

職員採用

敬老の日

日本年金機構長崎北年金事務所 ☎861－1582
役場健康保険課年金係 ☎883－1111

介　　護

く ら し

後期高齢者医療

いつまでも安心して暮らせるように

みんなで支え合う「ながよの介護保険」 －介護サービス費用－みんなで支え合う「ながよの介護保険」 －介護サービス費用－
◆問い合わせ
　介護保険課

　今回は、介護サービス費用についてお知らせします。
　介護サービスを利用した場合、原則として費用の1割を負担して、9割が介護保険から給付されます。介
護保険では、要介護状態区分に応じて1か月に利用できるサービスの上限（支給限度額）が決められてい
ます。この支給上限額を超えてサービスを利用したときは、超えた分は全額自己負担となります。

　利用者の負担は、原則として、サービス費用の1割です。
要介護状態区分 支給限度額（1か月） 自己負担額（1か月）
要支援1 49,700円まで 4,970円まで
要支援2 104,000円まで 10,400円まで
要介護1 165,800円まで 16,580円まで
要介護2 194,800円まで 19,480円まで
要介護3 267,500円まで 26,750円まで
要介護4 306,000円まで 30,600円まで
要介護5 358,300円まで 35,830円まで

　施設でのサービスの利用者は、サービス費用の1割に加えて、日常生活費、食費の全額と居住費を自己
負担します。
○施設に通って利用するサービス
 サービス費用の1割＋日常生活費＋食費 
○施設に宿泊または入居（所）して利用するサービス（グループホームを含む）
 サービス費用の1割＋日常生活費＋食費＋居住費（滞在費） 
※食費・居住費（滞在費）の利用者負担は施設と利用者の契約により決まります。
※所得の低い方（住民税非課税世帯等）は、施設利用が困難とならないよう、申請により食費・居住費（滞
在費）の一定額以上は保険給付されます。

　同じ月に利用したサービスの利用者負担合計額（世帯合計額）が、利用者負担上限額を超えた場合、申
請により上限額との差額が支給されます。また、住民税非課税世帯の人は、所得に応じて個人単位の上限
額が設定されています。

利用者負担段階区分 利用者負担上限額
○住民税課税世帯 世帯　37,200円

○住民税非課税世帯で合計所得金額および課税年金収入額の合計が80万を超える人 個人　24,600円
世帯　24,600円

○住民税非課税世帯で合計所得金額および課税年金収入額の合計が80万以下の人
○住民税非課税世帯で老齢福祉年金の受給者

個人　15,000円
世帯　24,600円

○生活保護の受給者
○利用者負担を15,000円に減額することで、生活保護の受給者とならない場合

個人　15,000円
世帯　15,000円

在宅でサービスを利用した場合

施設でサービスを利用した場合

1割の利用者負担が高額になったときは

要介護の区分によっ
て利用できるサービ
スの上限額が変わる
んだね《国民年金保険料を納めましょう！》

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
○平成23年度の国民年金保険料は、1ヵ月15,020円です。
○保険料の納め方には、①納付書での納付 ②口座振替での納付 ③電子納付 ④クレジットカード納付があります。
（1年分または6ヵ月分をまとめて前払いすると保険料が割引されてお得です）
★年内に納めた保険料は社会保険料控除の対象となり、税金の負担が軽減されますので、領収書は大切に保管して
ください。
★納付が困難な方は免除の申請（H23年7月〜H24年6月分）ができます。
“国民年金法の一部改正についてお知らせ”
　国民年金保険料が納付できる期間を延長（2年→10年）し、本人の希望により過去10年さかのぼって保険料を
納付することができるようになります（3年間の時限措置）詳細についてはまだ決定されておりませんが、通知が
あり次第お知らせいたします。

1．入居者の資格（一般）
住宅に困窮している人で、次の条件をすべて満たして
いる人
①長与町内に住所または勤務場所を有している人
②同居しようとする親族（3か月以内に結婚予定の婚
約者を含む）がいること
③国税・地方税を滞納していない人
④暴力団員でない人
2．収入基準
所得税法により過去1年間の収入に準じて算出した所
得から同居親族1人につき38万円を控除した後の金額
を12で除した額が15万8千円以下であること。
その他控除（寡婦（夫）・老人扶養・障害者等）があ
る場合は、異なります。
3．提出書類
・町営住宅入居者申込書
・住宅困窮の現状及び住宅状況報告書

4．入居者の選考
仮当選者及び平成24年1月31日までに、岡岬町営住
宅に空家が生じた時の補欠入居者を抽選します。
5．申込受付期間
10月17日（月）から10月21日（金）
○抽選予定日　10月25日（火）13時30分～
○抽選予定場所　長与町役場2階第2会議室
6．駐車場について
岡岬町営住宅は現在、駐車場は空いていません。

※60歳以上の方または昭和31年4月1日以前に生まれた
方、身体障害者等につきましては、入居資格及び収入
基準に緩和措置があります。
※小学校就学前の子どもがいる世帯は、収入基準に緩和
措置があります。
　（15.8万円／月→21.4万円／月）

平成23年度 第2回  町営住宅（空家）入居者募集

団地名 募集
戸数 入居可能日 間取り 家賃月額　※現在の家賃です。

（入居者の収入により算定） 敷金

岡岬 1戸 平成23年11月1日（火） 3DK 21,200円～ 41,000円 家賃の3か月

◆受付場所／問い合わせ　管理課

町営住宅
募集箇所

《その時々の届出が、あなたの年金を守ります！》
　結婚や就職、転職、退職などにより国民年金の加入のしかたが変わることがあり、そのつど届出が必要となりま
す。届出を忘れると、将来受け取る年金額が減額されたり、受けられなくなる場合があります。節目、節目の届出
は忘れずに行いましょう。

《こんな時は必ず届出を！》
○20歳になったとき
○会社を退職したとき
○配偶者の扶養からはずれたとき
○海外に居住するとき
○海外から帰ってきたとき

○結婚や退職等で配偶者の扶養になったとき

○住所や氏名が変わったとき

国民年金第1号被保険者資格取得届を市町村または
管轄の年金事務所へ

国民年金第3号被保険者資格取得届を配偶者の事業主へ

第1号保険者は市町村または管轄の年金事務所へ
第3号保険者は配偶者の事業主へ
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

消費生活

情報公開

教育・文化

国際交流

選　　挙

環　　境

介　　護

ふ く し

老人クラブ

く ら し

町民提案事業

保　　健

財　　務

職員採用

敬老の日

く ら しく ら し

後期高齢者医療

◆
イ
ベ
ン
ト

 

合
同
企
業
面
談
会

◆
日
程　
10
月
26
日
（
水
）

◆
時
間　
13
時
～
16
時

（
受
付
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

◆
場
所　
長
崎
西
洋
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
長
崎
市
川
口
町
13

−

1

−

2
F
）

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
中
途
採
用
希
望
の
求
職
者
及

び
U
・
I
タ
ー
ン
希
望
者

◆
共
催　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎・長
崎
市・

長
与
町
・
時
津
町

◆
参
加
費　
無
料

◆
申
込　
不
要

・
参
加
企
業
は
長
崎
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
中

・
10
月
24
日
面
談
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

（
事
前
申
込
要
）
開
催
！
詳
し
く
は

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
セ
ミ
ナ
ー

 【
外
国
人
お
も
て
な
し
力
U
P
研
修
】

◆
内
容　
外
国
人
観
光
客
に
対
し
て
求

め
ら
れ
る
マ
ナ
ー
や
知
識
を
学
び
、
就

職
に
生
か
し
ま
す
。

◆
日
程　
11
月
8
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

　
　
　
全
4
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
長
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
ア
マ
ラ
ン
ス

（
長
崎
市
魚
の
町
5

−

1
）

◆
申
込
期
限　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者

◆
定
員　
30
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー・ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
】

◆
内
容　
介
護
経
験
者
対
象
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

◆
日
程　
11
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

　
　
　
全
5
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
3
階

大
会
議
室
（
長
崎
市
桜
町
9

−

6
）

◆
申
込
期
限　
11
月
2
日
（
水
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

2
級
以
上
の
資
格
所
持
ま
た
は
介
護

経
験
者

◆
定
員　
25
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 【
W
E
B
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
養
成
研
修
】

◆
内
容　
W
e
b
サ
イ
ト
製
作
に
必
要

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
・
制

作
技
術
の
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

◆
日
程　
11
月
7
日（
月
）～
11
日（
金
）・

14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）
全
10
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
川
崎
ビ
ル
3
階

　
　
　
（
長
崎
市
出
島
町
5

−

2
）

◆
申
込
期
限　
10
月
26
日
（
水
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者
で
、
W
E
B
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
を
目
指
す
方

◆
定
員　
30
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 【
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
資
格
取
得
研
修
】

◆
内
容　
国
家
資
格
「
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト

試
験
」
に
合
格
す
る
た
め
の
試
験
対
策

講
座
で
す
。

◆
日
程　
11
月
21
日
（
月
）・22
日
（
火
）・

24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）・
28
日
（
月
）

～
12
月
3
日
（
土
）
10
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
長
崎
県
建
設
総
合
会
館
5
階

　
　
　
（
長
崎
市
魚
の
町
3

−

33
）

◆
申
込
期
限　
11
月
10
日
（
木
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者

◆
定
員　
32
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 【
3
D
C
A
D
人
材
育
成
研
修
】

◆
内
容　
3
D
C
A
D
の
基
本
操
作
を

習
得
し
、
就
職
へ
活
か
し
ま
す

◆
日
程　
11
月
28
日
（
月
）
～
12
月
2
日

（
金
）・
5
日
（
月
）
～
9
日
（
金
）　

全
10
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
川
崎
ビ
ル
3
階

　
　
　
（
長
崎
市
出
島
町
5

−

2
）

◆
申
込
期
限　
11
月
16
日
（
水
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者
で
、
製
図
の
基
本
的
な

知
識
を
お
持
ち
の
方

◆
定
員　
30
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 【
自
分
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
U
P
！

�

転
職
・
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
】

◆
内
容　
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
自

分
自
身
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
活

か
し
た
転
職
・
再
就
職
を
目
指
す
方
を

対
象
と
し
て
、
組
織
か
ら
採
用
さ
れ
る

能
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
通
用
す

る
能
力
・
雇
用
を
継
続
さ
れ
る
人
材
で

あ
る
た
め
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
す
。

◆
日
程　
11
月
14
日
（
月
）
～
17
日
（
木
）

　
　
　
全
4
日
間

◆
時
間　
10
時
～
17
時

◆
場
所　
長
崎
商
工
会
館
会
議
室

　
　
　
（
長
崎
市
桜
町
4

−

1

−

3
F
）

◆
申
込
期
限　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

◆
対
象
者　
長
崎
市
、
長
与
町
、
時
津
町

在
住
の
求
職
者

◆
定
員　
30
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も

◆
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・参
加

申
込
書（
チ
ラ
シ
裏
面
）を
F
A
X

◆
主
催
／
問
い
合
わ
せ

長
崎
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
☎
　 

8
7
0

−
5
3
4
6

F
A
X 

8
7
0

−

5
3
4
7

E-mail:koyousouzou@lep.bbiq.jp
URL:http://www.koyousouzou.com/

求
職
者・転
職
者
等
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト・セ
ミ
ナ
ー
開
催

受
講
料
無
料

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、
いじめ、隣近所とのトラブルなど、人権に関
する様々な相談を受け付け、問題解決のお手
伝いをします。
◆10、11月の人権相談
　場所：長与町公民館　☎883−2854
　時間：13時～ 16時
　・10月18日（火）
　・11月 1 日（火）
◆土曜・日曜及び祝祭日を除く毎日
　場所：長崎地方法務局　☎0570−003−110
　　　　長崎市万才町8−16
　時間：8時30分〜 17時15分

行政相談週間
　10月17日～ 23日は行政相談週間です。期間中
は左記の日程で相談所を設けます。相談は無料で
秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談くだ
さい。

◆問い合わせ　総務課（内線313）

　総務大臣から委嘱された行政相談委
員が、国の仕事などについて、行政に
関する苦情や要望を受け付け、解決や
改善を図ります。
◆10月の行政困りごとなんでも相談

時間：13時～ 16時
10月17日（月）
ふれあいセンター� ☎855−8128
10月18日（火）
長与町公民館� ☎883−2854
10月20日（木）
多目的研修施設� ☎887−0392
10月21日（金）
上長与公民館� ☎883−7711

※詳しくは下記までお気軽にご相談ください。
行政相談委員
　古賀　直美　☎856−5441
　堤　惠美子　☎856−4851
総務省長崎行政評価事務所
　長崎市岩川町16-16　☎849−1100

人
権
相
談

行
政
相
談

○
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
事
業
主
の
義

務
で
す

　
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が
従
業
員
に
支

払
う
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し

引
い
て
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に
代

わ
っ
て
市
町
へ
税
金
を
納
め
る
制
度
で
す
。

地
方
税
法
お
よ
び
市
町
の
条
例
に
よ
り
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
う
事
業
主
は
、
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○
県
税
の
滞
納
額
の
約
8
割
が
個
人
県
民
税
！

　
自
主
財
源
が
少
な
い
中
、
個
人
住
民
税
の

滞
納
は
、
本
県
お
よ
び
県
内
市
町
に
と
っ
て

深
刻
な
問
題
で
す
。
県
と
市
町
で
は
、
個
人

住
民
税
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
る
滞
納
を
防

ぐ
た
め
、
特
別
徴
収
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

○
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
は

　

毎
年
1
月
末
ま
で
に
市
町
に
提
出
さ
れ
る

給
与
支
払
報
告
書
で『
特
別
徴
収
』を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、年
度
途
中
で
も
切
り
替

え
ら
れ
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
各
市
町
の
住
民

税
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
住
民
税
は
、
市
町
が
課
税
徴
収
の
手

続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
税
務
課　
☎
8
9
5

−

2
2
1
4

　
役
場
税
務
課　
　
☎
8
8
3

−

1
1
1
1

　
国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
な

ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
、
案
内
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
開
示
請
求
の
方
法
や

窓
口
な
ど
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
に
お

答
え
し
ま
す
。

◆
場
所　
長
崎
行
政
評
価
事
務
所
内

　
　
　
　
（
長
崎
市
岩
川
町
16

−

16
）

　
　
　
　
☎
8
4
2

−

9
7
5
5

◆
時
間　
9
時
～
17
時

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で
!!

情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所

納期限までにお近くの金融機関で納めてください。
（口座振替の方は、10月31日に引き落とされます
ので、残高をご確認ください。）

町県民税第3期の納期限は
10月31日です。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

消費生活

情報公開

教育・文化

国際交流

選　　挙

環　　境

介　　護

ふ く し

老人クラブ

く ら し

町民提案事業

保　　健

財　　務

職員採用

敬老の日

く ら しく ら し

後期高齢者医療

　
「
は
か
り
」
を
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
方
は
次

の
日
程
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
検
査
会
場　
J
A
長
崎
せ
い
ひ
長
与
支
店
選
果
場

◆
日
　
　
時　
11
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時
・
13
時
～
15
時
30
分

検
査
の
対
象
と
な
る
事
業
場

①
農
畜
産
（
肉
乳
品
・
精
米
等
）
②
水
産
③
調
味
④
米

穀
⑤
精
肉
⑥
鮮
魚
⑦
青
果
⑧
ス
ト
ア
ー
・
百
貨
店
⑨
嗜

好
品
（
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
等
）
⑩
み
や
げ
品
等
⑪
病
院
・

薬
局
・
保
健
所
⑫
協
同
組
合
（
農
協
・
漁
協
等
）
⑬
運

送
業
⑭
雑
貨
（
金
物
・
燃
料
等
）
⑮
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
⑯
そ
の
他

検
査
を
受
け
な
く
て
よ
い
計
量
器

①
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り

②
民
間
計
量
士
に
よ
る
検
査
を
受
け
た
は
か
り

◆
問
い
合
わ
せ

役
場
地
域
政
策
課

長
崎
県
計
量
検
定
所

（
☎
8
4
4

−

9
8
9
2
又
は
☎
8
4
4

−

6
6
0
8
）

指
定
検
査
機
関

（
社
）
長
崎
県
計
量
協
会　
☎
8
4
1

−

9
4
9
1

　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
あ
な
た
の
消
費
生
活
や

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。（
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法

の
被
害
、
多
重
債
務
な
ど
）

◆
日
時　
11
月
11
日
（
金
）
10
時
～
15
時

◆
場
所　
長
与
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
研
修
室
A（
長
与
町
高
田
郷
2
0
0
5
番
地
3
）

◆
申
込　
役
場
地
域
政
策
課

◆
申
込
期
限　
11
月
4
日
（
金
）

◆
主
催　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　
役
場
地
域
政
策
課�

☎
8
8
3

−

1
1
1
1　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎
8
9
5

−

2
3
2
0　
　
　

　
大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

Q
1　
国
土
利
用
計
画
法
の
届
出
制
度
の
目
的
は
？

A
1　
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
高
騰
を
抑
制
し
、
適
正
な
土
地
利
用
の
確

保
を
図
る
た
め
、
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

Q
2　
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は
？

A
2　
市
街
化
区
域
：
2
，
0
0
0
㎡
以
上
、
市
街
化
調
整
区
域
5
，
0
0
0

㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
1

‌

0
，
0
0
0
㎡
以
上
の
大
規
模
な
土
地

に
つ
い
て
、
所
有
権
、
地
上
権
ま
た
は
賃
借
権
な
ど
、
土
地
に
関
す
る

権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
を
す
る
契
約
を
締
結
し
た
と
き
に
届
出
は
必

要
で
す
。

Q
3　
届
出
は
だ
れ
が
？

A
3　
土
地
の
取
得
者
（
買
い
主
）
で
す
。

Q
4　
届
出
は
ど
こ
へ
？

A
4　
契
約
（
予
約
契
約
含
む
）
を
結
ん
だ
日
か
ら
2
週
間
以
内
に
土
地
の
所

在
す
る
市
町
村
役
場
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
用
紙
は
市
町

村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
役
場
企
画
課
（
内
線
3
2
2
）

★
当
日
の
電
話
に
よ
る
ご
相
談
は
、

長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
8
2
4

−

0
9
9
9
（
相
談
専
用
）

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
、

講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
、
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

郷
の
和
気
、
夢
・
緑
・
創
造
の
ま

ち
「
な
が
よ
」
を
、
一
緒
に
つ
く
り

ま
せ
ん
か
!?

　

あ
な
た
の
思
い
や
夢
を
、
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
!?
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
！
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
主
　
催　
長
与
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
地

区
連
絡
協
議
会・長
与
町・長
崎
県

◆
日
　
時　
11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～

◆
場
　
所　
町
民
文
化
ホ
ー
ル

◆
内
　
容

①
講　
演

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

前
高
知
県
梼
原
町
町
長

�

「
中
越
武
義
」
氏

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

長
崎
県
立
大
学
経
済
学
部
教
授

�

「
村
上
則
夫
」
氏

◆
問
い
合
わ
せ　
役
場
地
域
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
3
5
2
）

「
長
与
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
す

～
長
崎
県
地
域
づ
く
り
講
座

�

in
長
与
町
～

10
月
は
土
地
月
間

長
与
町
「
消
費
生
活
移
動
相
談
」
の
ご
案
内

『
は
か
り
』の
検
査
を
行
い
ま
す

お 願 い
防犯灯が故障

（球切れなど）
の場合は、

役場地域政策課
☎883−1111

までご連絡ください。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
平
成

19
年
に
８
件
、
平
成
20
年
に
13
件
、
平
成
21
年
に
12

件
と
県
内
の
農
作
業
死
亡
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
主
な
事
故
原
因
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農
用
運
搬
機

の
機
械
操
作
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
が
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
秋
の
農
繁
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
に
よ

る
作
業
が
増
え
る
こ
と
に
加
え
、
日
没
が
早
ま
る
な

ど
、
農
作
業
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
省
で
は
春
同

様
に
秋
の
こ
の
時
期
を
、「
秋
の
農
作
業
安
全
運
動

期
間
」
と
し
て
設
定
し
、
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
機
械
の
安
全
装
備
等
の
十
分
な
点
検
・
整
備
と
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る

み
で
農
繁
期
を
無
事
故
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

①
事
故
が
起
こ
っ
た
際
に
す
ぐ
対
処
で
き
る
よ
う
機

械
作
業
は
２
人
以
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
農
作
業
に
携
わ
る
人
全
員
が
機
械
の
安
全
な
停
止

方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
機
械
使
用
前
に
仕
業
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
キ
ャ
ブ
や
フ
レ
ー

ム
、
運
転
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

装
着
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
足
場
の
悪
い
畦
や
崖
、
川
、
水
路
近
く
の
圃
場
で

機
械
を
運
転
す
る
際
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
秋
は
空
気
が
乾
燥
し
ま
す
。
除
草
作
業
に
伴
い
火

を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
引
火
に
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
地
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

第
13
回
長
与
町
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目
的
に
農

地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
長
与
町
農

業
委
員
等
が
町
内
遊
休
農
地
等
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
調
査

時
に
皆
さ
ん
の
農
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
耕
作
さ
れ
ず
管
理
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

る
と
、
病
害
虫
の
発
生
、
雑
草
の
繁
茂
、
有
害
鳥
獣
の
潜
入
、

繁
殖
等
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
農

地
を
適
正
に
管
理
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
際
に
土
地
所
有
者
の
立
ち
会
い
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
期
　
間　
12
月
15
日
（
木
）
ま
で

◆
調
査
範
囲　
長
与
町
内
全
域

◆
問
い
合
わ
せ　
長
与
町
農
業
委
員
会

　
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
と
美
し
く
潤
い
の
あ
る
環
境
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
、第
13
回
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の「
街
か
ど
」、「
広
場
」、「
公

園
」
な
ど
を
花
や
緑
で
美
し
く
飾
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法　
写
真
に
よ
る
応
募

◆
対
象
期
間

平
成
23
年
１
月
～
平
成
23
年
12
月
ま
で
の
花
壇

◆
募
集
部
門

（
団
体
部
門
）
自
治
会
・
子
ど
も
会
・
老
人
会
・
学
校
等
の

グ
ル
ー
プ

（
個
人
部
門
）
一
般
企
業
や
商
店
等
を
含
む

◆
応
募
締
切　
12
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　
※
応
募
用
紙
は
都
市
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
／
問
い
合
わ
せ　
都
市
整
備
課

−悩むより　かけて安心　＃9110−
ストーカー事案・夫婦間の暴力・児童虐待少年非行・悪質商法・交通問題 など
◎警察安全相談電話 ☎823−9110　◎時津警察署 ☎881−0110

“振り込め詐欺”に注意！
振り込む前に、まず相談を！

◎振り込め詐欺被害防止110番（県警本部）

「警察情報ダイヤル」 ☎0
ヒャク ト ウ バ ン ヘ − ハ ナ シ テ ミ ヨ ウ

120−110−874
−消費生活相談−

契約トラブル・ITトラブル・架空請求・悪質商法・クーリングオフ等の相談
◎長崎県消費生活センター　長崎市大黒町3−1交通産業ビル4階

☎824−0999　☎823−2781
◎長与町消費生活相談窓口　長与町役場地域政策課内

☎883−1111

8月中 本年累計（対前年比） 飲
酒
運
転
検
挙

者
数（
累
計
）

（
8
月
末
現
在
）

件数 死者 傷者 物損事故 件数 死者 傷者 物損
事故

長
与
町

11 0 18 49 114
（+20）

0
（±0）

139
（+30）

321
（+36） 6

時
津
町

22 0 33 38 165
（+29）

0
（±0）

215
（+47）

372
（−62） 7

県
下 682 4 910 4,639

（+38）
30

（−12）
6,056
（+67）

※交通事故相談
長崎県交通事故相談所　長崎市万才町4−12（日本生命ビル旧館1階）
☎824−1111　内線3776・3777　午前9時〜午後4時（土日祝日はお休みです）

交通事故発生・
飲酒運転検挙状況

282011.1029 2011.10



く ら し

TEL 883－8731
FAX 883－8065

［休館日］
毎週月曜日町民文化ホール

町
民
文
化
ホ
ー
ル

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

期　　間 内　　容 主　　催

10月・11月
〈問い合わせ〉役場管財課 ☎883-1111 〈開館時間〉8：30～19：00

10月18日～10月23日 絵手紙展 三彩絵手紙教室

10月31日～11月6日 グループ水彩画展 勤彩会

11月7日～11月15日 書・絵画・工芸・盆栽等の展示 長与町退職校長会

11月18日～11月24日 通所リハビリ利用者様の作品展 長与病院通所リハビリ

10月24日～10月30日 水彩展 水彩教室「道草」

10月12日～10月16日 手芸作品展 おしゃべりサロン　ほっかほっか

消
費
生
活
相
談
事
例
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
し
た
‼

《
ケ
ー
ス
②
》
～
外
国
通
貨
～

買
い
時
と
言
わ
れ
購
入
し
た
の
に
両
替
で
き
な
い
の
？

 
☎
相
談
要
旨

　
Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
経
済
発
展
の
見
込
め
る
有

数
の
産
油
国
の
紙
幣
を
今
購
入
し
て
お
く
と
将
来
必
ず

儲
か
る
。
当
社
が
三
倍
で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
た
。

後
日
Ｂ
社
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
の
で
、一口
十
万

円
で
百
万
円
分
申
し
込
ん
だ
。
数
日
後
紙
幣
が
送
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
後
Ａ
社
に
紙
幣
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
た

め
に
何
度
も
電
話
を
し
た
が
、
い
つ
も
担
当
者
は
不
在
と

言
わ
れ
、
そ
の
う
ち
Ａ
社
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

Ｂ
社
に
買
い
取
り
を
求
め
て
も
、
応
じ
て
く
れ
な
かっ
た
。

 

☟

ア
ド
バ
イ
ス

円
に
両
替
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

★
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
や
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
な
ど
、
日
本
の
銀
行

で
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
通
貨
の
場
合
、
再
度
円
に
両
替
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
値
上
が
り

す
る
、
投
資
家
が
欲
し
がって
い
る
、な
ど
と
勧
め
て
い
ま
す
。

★
数
千
円
の
換
金
価
値
し
か
な
い
通
貨
を
数
十
倍
の
価

格
で
購
入
さ
せ
て
お
り
、
暴
利
行
為
と
い
え
ま
す
。

業
者
の
実
態
は
？

★
登
記
簿
上
の
住
所
は
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の
実
態
を
つ
か
む

こ
と
は
困
難
で
す
。

★
販
売
業
者
と
は
別
の
第
三
者
と
名
乗
る
業
者
が
通
貨

を
高
額
で
買
い
取
る
と
誘
う
劇
場
型
手
口
の
勧
誘
も

多
く
、
通
貨
の
購
入
後
、
買
い
取
り
を
求
め
て
も
、

勧
誘
し
て
来
た
業
者
や
販
売
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

う
ま
い
儲
け
話
は
あ
り
ま
せ
ん

★
高
齢
者
や
過
去
に
投
資
被
害
に
あ
っ
た
人
に
対
し
て

被
害
回
復
を
口
実
に
勧
誘
し
て
く
る
場
合
が
多
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

★
見
知
ら
ぬ
業
者
の
話
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

《
ケ
ー
ス
③
》
〜
活
水
器
〜

水
の
話
の
は
ず
が
…
？

 

☎
相
談
要
旨

　
健
康
に
よ
い
水
の
話
を
し
た
い
と
電
話
が
あ
り
、
業

者
が
訪
問
し
て
き
た
。
水
道
管
に
取
り
付
け
る
だ
け
で

不
純
物
を
取
り
除
き
、
美
味
し
く
て
健
康
に
良
い
水
に

す
る
磁
気
活
水
器
だ
と
熱
心
に
勧
め
ら
れ
た
。
購
入
す

る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で
断
っ
た
が
、
勝
手
に
取
り

付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
十
二
回
払
い
の
個

別
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
契
約
し
た
。
し
ば
ら
く
使
っ
て
み
た

が
効
果
が
あ
る
と
は
思
え
ず
、
高
額
で
支
払
い
を
続
け

る
こ
と
も
苦
し
い
の
で
解
約
し
た
い
。

 

☟

ア
ド
バ
イ
ス

手
口
は
巧
妙
で
す
！

★
活
水
器
の
販
売
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
ま
せ
ん
。

★
健
康
に
良
い
水
が
飲
め
る
と
言
葉
巧
み
に
売
り
込
み

ま
す
。

★
断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
手
に
活
水
器
を

設
置
し
て
強
引
に
契
約
さ
せ
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す

★
訪
問
販
売
の
場
合
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

を
含
む
八
日
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
…

★
事
実
で
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
信
用
し
て

契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
断
っ
て
い
る
の
に
帰
っ

て
く
れ
ず
仕
方
な
く
契
約
し
た
場
合
は
、
売
買
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
役
場

相
談
窓
口
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
8
2
4

−

0
9
9
9

　
長
与
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
8
8
3

−

1
1
1
1

　
「
成
人
の
日
」
は
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
若
人
を

祝
い
励
ま
す
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ま
の
門
出
を
祝
福

す
る
た
め
、
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

◆
該
当
者

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら

�

平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）

受
付
　
午
前
10
時

開
式
　
午
前
11
時

会
場
　
長
与
町
民
文
化
ホ
ー
ル

案
内・ス
タ
ッ
フ
募
集
！

ぜ
ひ
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
で

成
人
式
を
創
り
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！

　
教
育
委
員
会
で
は
、
成
人
式
の
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
か
ら
の
留
学
生
等
の
皆
さ

ん
も
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
司
会
進
行（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
二
十
歳
の
言
葉

○
交
通
安
全
宣
誓

○
謝　
辞

○
成
人
証
書
・
記
念
品
授
与

○
恩
師
の
紹
介

○
受
付
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

※
長
与
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
ebtow

n.nagayo.jp

）

に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆日　時　10月15日（土）開場 13時　開演 13時30分
◆会　場　長与町民文化ホール
◆入場料　（全席自由）※入場券好評発売中

一　　　般　2,000円（当日2,500円）
高校生以下　1,000円（当日1,500円）
※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

◆入場券販売所　長与町教育委員会生涯学習課・長与町民文化ホール
長与町公民館・高田地区公民館・上長与地区公民館
北部地区多目的研修集会施設・勤労青少年ホーム・働く婦人の家
長与南交流センター・ふれあいセンター

◆主　催　
　長与町・長与町教育委員会・長崎県・（財）自治総合センター
◆後　援　
　テレビ長崎・長崎放送・長崎国際テレビ・長崎文化放送・長崎新聞社
※駐車場の収容台数に限りがありますので、できるだけ乗り合わせていただくか公共交通機関をご利用ください。
※ご来場のお客様は、中尾城公園モノレールを無料でご利用できます。係員にその旨お伝えください。

長与町青少年健全育成「町民のつどい」

宝くじ
文化公演

長与町出身　戎本みろ
ふるさと凱旋公演

平成24年
成人式

11月12日（土）　12時30分 開場　13時30分 開会
◆場　所	 町民文化ホール
◆内　容	 ①「家庭の日・人権」作文、標語コンクール表彰・発表
	 ②講演
◆主　催	 長与町青少年育成連絡協議会・長与町教育委員会
◆共　催	 長与町・長与人権擁護委員・保護司会

※中尾城公園駐車場第1・第2が使用できます。（会場へはできるだけ乗り合わせてお越しください）
※中尾城公園モノレール（無料）をご利用ください。
※12時30分〜役場玄関前より送迎車を運行します。

◆問い合わせ
　長与町教育委員会生涯学習課

劇団わらび座「アテルイ」長与公演
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TEL 883－8731
FAX 883－8065

［休館日］
毎週月曜日町民文化ホール

町
民
文
化
ホ
ー
ル

長与町図書館 TEL 883－1799　開館時間 午前10時～午後6時

図書館通信

今月の本棚から
　

神
の
手
は
な
い
。
誇
れ
る
専
門
分

野
も
な
い
。
大
病
院
に
も
勤
め
て
い

な
い
。
で
も
私
に
は
、
地
域
と
の
強

く
て
温
か
い
絆
が
あ
る
。
福
井
県
の

小
さ
な
山
里
に
住
む
人
々
の
医
療
を

20
年
に
わ
た
り
担
い
続
け
て
い
る
著

者
が
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
綴
る
。

　

変
死
体
の
そ
ば
で
見
つ
か
っ
た

「
呪
術
符
」
の
意
味
は
？
被
害
者

は
呪
い
殺
さ
れ
た
の
か
？
呪
術
の

研
究
を
専
門
に
す
る
文
化
人
類
学

者
・
仲
澤
大
輔
が
、
殺
人
事
件
の

真
相
に
迫
る
。
江
戸
川
乱
歩
賞
受

賞
作
。

No.266

川瀬　七緒 著
『よろずのこと
に気をつけよ』

　

60
歳
に
な
っ
て
学
校
か
ら
リ
ス
ト

ラ
さ
れ
た
教
師
・
リ
ー
ア
ム
は
、
新

生
活
の
門
出
の
夜
に
強
盗
に
襲
わ
れ

た
う
え
、
そ
の
時
の
記
憶
を
失
っ
て

い
た
。
偶
然
出
会
っ
た
「
記
憶
係
」

の
若
い
女
性
に
惹
か
れ
、
接
近
す
る

が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
彼
女
の
背

景
が
ば
れ
て
…
。

アン・タイラー 著
『ノアの羅針盤』

中村　伸一 著
『寄りそ医』

図
書
館
通
信

図書館まつり～図書館へ行こう'11～
10月29日（土）・30日（日）

多くの方のご来館をお待ちしております。
催しの部
・絵てがみにチャレンジ！ 【要 事前申し込み、定員15名】
（29日（土）10：00～12：00 2階第2会議室）
◆講師　石本邦彦氏
あなたも、心にとどく「絵てがみ」をはじめてみませんか？初心者限定で
す。鉛筆（2B）・消しゴム・色鉛筆・クレヨン・カラーペンなど、お持ちの
方はご持参ください。
・「長与の子ども俳句」表彰式（29日（土）10：00～10：30 2階閲覧室）
◆主催　図書館
・スペシャルおはなし会（29日（土）15：00～15：40 2階和室）
◆主催　長与子どもの本の会
・講演会「世界一わかりやすい放射能の話」（29日（土）10：30～12：00 3階ホール）
講師：西岡由香氏（長崎大学非常勤講師）
◆主催　長与町の新しい図書館を想う会
・講演会「中国56民族の民俗文化」（29日（土）13：00～15：00 3階ホール）
講師：堀川玉容氏（元長崎大学中国語非常勤講師）
◆主催　中国の絵本を楽しむ会
・講演会「ふり返りたくなる言葉たち」（30日（日）10：30～12：00 3階ホール）
講師：浦一俊氏（前長崎総合科学大学附属高校教頭・NCC「おかあさんの詩コンクール」審査委員長・朝日新聞「小さな目」選者）
◆主催　長与町図書館
・人形劇「たのきゅうの うわばみたいじ」（劇団すぎのこ）
（30日（日）14：30～15：20 3階ホール）
◆主催　図書館

展示の部  （29・30日　2階閲覧室）※30日の展示は16時まで
・図書館友の会（事務局・ゆうゆう会・ゆりかご・自然観察会）
・郷土誌友の会・長与町の新しい図書館を想う会…グループ活動紹介
・図書館…「長与の子ども俳句」入選作品・「夏の子ども読書クラブ」

活動紹介・「東日本大震災が問いかけるもの」・「図書館ク
イズに挑戦！」

古本市  （30日 10：00～14：00　図書館玄関前）
　絵本・小説・マンガ・辞典・実用書・CD・DVD・その他。古本その他を格
安で販売します！
◆主催　長与子ども劇場

「古雑誌差し上げます」  （30日 10：00～18：00　図書館1階ロビー）
◆主催　図書館

人
気
作
家
の

最
新
作

◎
貴
志　

祐
介　

著

『
鍵
の
か
か
っ
た
部
屋
』

◎
庄
野　

潤
三　

著

『
逸
見
小
学
校
』

◎
仙
川　

環　

著

『
逃
亡
医
』

◎
楡　

周
平　

著

『
介
護
退
職
』

◎
幸
田　

真
音　

著

『
財
務
省
の
階
段
』

◎
津
村　

節
子　

著

『
紅
梅
』

ほほえみ号巡回予定日　□印 ／ 休館日　●印

 日 月 火 水 木  金 土10
       1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28 29 
 30 31

 日 月 火 水 木  金 土11
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30

※ほほえみ号の巡回日は都合により変更する
　場合がありますので、ご注意ください。

2011・第65回読書週間
標語
信じよう、本の力

ご家庭で眠っている本がありましたら
寄贈してください！
◆受 付 日 10月23日（日）10時～17時
◆受付場所 長与町図書館ロビー
※マンガは単行本のみで、文学全集、百科事典な
どはご遠慮ください。
※当日持って来られない方は、ご自宅まで取りに
伺います。ご連絡ください。
◆連絡先 ☎887‒2482 長与子ども劇場（鈴木）

町民文化祭日程
町民文化ホールでの催し
11月3日（木）文化の日
◎長与町表彰式典 10時〜 11時30分（予定）
◎文化講演会 13時〜 14時30分
《講師　五木寛之氏》「いまを生きる力」

11月5日（土）
◎音楽祭 10時30分〜 14時45分（予定）

11月6日（日）
◎芸能祭 10時〜 16時15分（予定）

展示部門
11月5日（土）〜 6日（日）
◎文化作品展 9時30分〜 16時
11月12日（土）〜 13日（日）
◎学校作品展 9時30分〜 17時

老人福祉センターでの催し	 11月13日（日）
	 ◎囲碁大会 10時〜 17時 ※詳しくはプログラムをご覧ください

第48回

五木　寛之　『いまを生きる力』
と　き　11月3日（木）13時〜（開場12時30分）
ところ　町民文化ホール
入場無料／全席自由　入場整理券が必要です。（1人2枚まで）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
◆入場整理券配布場所
長与町教育委員会生涯学習課、長与町民文化ホール、長与町公民館、
勤労青少年ホーム、働く婦人の家、多目的研修集会施設、上長与地区公民館、
高田地区公民館、ふれあいセンター、長与南交流センター
◆手話通訳　長与手話サークル　◆主催　長与町・長与町教育委員会・長与町文化協会
※駐車場の収容台数に限りがありますので、できるだけお乗り合わせいただくか、公共交
通機関をご利用ください。また、ご来場のお客様は中尾城公園モノレールを無料でご利
用できます。係員にその旨お伝えください。

◆問い合わせ　教育委員会生涯学習課　☎883−1111

長与町文化講演会第48回
町民文化祭

陶芸を体験してみませんか 〜特別陶芸体験教室〜
　町民文化祭（芸能祭）時に、体験教室（つわの葉の器を作成予定）を行います。
　初めての方、大歓迎です。作業時間は1時間程度ですので、お気軽にお越しください。
◆日　　時	 11月6日（日）
	 	 午前の部　10時〜 11時／午後の部　13時〜 14時
◆定　　員	 各16人　※事前に申込みが必要です
◆参 加 料 	 500円（材料費込み）
◆会　　場	 陶芸の館（町民文化ホール下）
◆申込方法	「往復はがき」に、住所・氏名・電話番号を記入し、
	 町民文化ホールまでお送りください。
	 	 （応募多数の場合は抽選となります）
◆申込締切	 10月20日（木）必着
◆そ の 他 	 作品をお渡しするのは12月〜 1月になります。
	 	 その旨はがきにてご連絡いたします。
◆申込・問い合わせ　町民文化ホール　☎883−8731

	 〒851-2126　長与町吉無田郷73番地1

※毎週金曜・土曜10時〜 17時に陶
芸の館を一般開放しております。
各種体験ができますので、あわせ
てお気軽にお越しください
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子
育
て
ら
ん
ど

長与町体育協会　TEL・FAX887-5374（長与町体育館内）

ス
ポ
ー
ツ
広
場

『園紹介②』

No.224

　
閑
静
な
住
宅
地
長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
に
あ
り
ま
す
の
ぞ
み
保
育
園
は
、

定
員
六
十
名
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
の
あ
る
保
育
園
で
す
。

　
園
内
に
は
六
本
の
桜
の
木
が
あ
り
、

春
は
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
暖
か
い
日

差
し
の
中
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。

　
夏
は
そ
の
桜
の
木
に
も
の
す
ご
い

数
の
蝉
が
集
ま
り
大
合
唱
。
網
を

持
っ
て
必
死
に
追
い
か
け
る
子
ど
も

た
ち
に
は
、
暑
さ
は
関
係
な
い
よ
う

で
す
。
秋
は
色
付
い
た
落
ち
葉
を
集

め
、
寒
い
冬
も
桜
の
木
の
下
で
走
り

回
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
桜
の
木
の
一
年
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
も
一
年
一
年
成
長
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
き
い
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち
は
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
よ

く
声
を
か
け
、
手
を
と
っ
て
遊
ん
で

あ
げ
た
り
、
だ
っ
こ
し
て
あ
げ
た
り

し
て
く
れ
ま
す
。
又
、
小
さ
い
子
ど

も
た
ち
も
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
お

兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
が
大
好

き
で
、
そ
の

微
笑
ま
し
い

光
景
は
、
幸

せ
な
気
分
に

し
て
く
れ
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
園
庭
の
雰
囲

気
は
変
わ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
で

お
迎
え
し
ま
す
よ
。
一
度
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
？

　
「
先
生
、
お
は
よ
う
！
」、「
な
ん

ば
し
よ
っ
と
？
ぼ
く
も
入
れ
て
！
」

な
ど
な
ど
…
。
毎
朝
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
の
声
で
ス
タ
ー
ト

す
る
わ
か
ば
保
育
園
。
園
庭
に
は
大

き
な
木
が
あ
り
、
夏
に
は
セ
ミ
が
大

合
唱
。
子
ど
も
た
ち
は
セ
ミ
を
追
い

か
け
、
園
庭
を
所
狭
し
と
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
閑
静
な
住
宅
街
の
中

に
あ
り
、
三
彩
老
人
会
の
方
々
な
ど
、

地
域
の
方
々
と
も
交
流
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
七
月
に
は
三
彩
老
人

会
の
方
々
を
園
に
お
招
き
し
、『
七

夕
交
流
会
』
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
と
一
緒

に
七
夕
飾
り

を
作
っ
た
り
、

一
緒
に
お
遊

戯
を
し
た
り
、

楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
保
育
園
で
は
毎
月
一
回
、
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
九
月
一

日
は
『
防
災
の
日
』
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
八
月
末
の
避
難
訓
練
で
は
、

非
常
食
を
実
際
に
食
べ
る
な
ど
災
害

時
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

わ
か
ば
保
育
園
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い
え
が
お
が
キ

ラ
キ
ラ
』
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
園

庭
開
放
も
し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
保
育
園
に
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

子育てのポイント『標語』

愛されている　その自信が子どもの心の出発点
0歳児　『泣き声は　家族をつなぐメッセージ　まずは声かけ抱き寄せて』
1歳児　『イヤイヤは　人生初の自己主張　こんな時期だと楽しんで』
2歳児　『「自分でする」強気な姿勢を見守って　そっと差し出す支えの手』
3歳児　『何度言っても繰り返す　大目にみてね　いたずらも』
4歳児　『大きくなったと思っても　まだまだいっぱい抱っこして』
5歳児　『認めよう！やる気を信じて待つことで　頭も体も使う子に！』

の
ぞ
み
保
育
園

わ
か
ば
保
育
園

講
師

福
田
　
郁
子（
ふ
く
だ 

い
く
こ
）先
生

※
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
士・

　
歩
育
コ
ー
チ

◆
期
　
日　
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時
ま
で

◆
会
　
場　
長
与
町
民
体
育
館

　
　
　
　
　
（
長
与
町
岡
郷
）

◆
受
講
料　
無
料

◆
持
参
す
る
も
の

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

◆
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
8
8
3

−

1
1
1
1

　
長
与
町
体
育
協
会

　
☎
8
8
7

−

5
3
7
4

　
長
与
町
民
体
育
館

　
☎
8
8
7

−

2
7
8
1

◆
開
催
日　
8
月
28
日
（
日
）

◆
場
　
所
　
町
民
体
育
館
（
中
学
生
）・

　
　
　
　
　
長
与
小
体
育
館
（
小
学
生
）

◆
参
加
者
　
2
3
0
人

▽
ダ
ブ
ル
ス

中
学
2
年
男
子

②
川
端
・
尾
川
（
長
与
）

中
学
2
年
女
子

①
杉
町
・
山
下
（
長
与
）

③
米
田
・
河
面
（
高
田
）

中
学
1
年
男
子
　

②
坂
本
・
鶴
岡
（
長
与
）

中
学
1
年
女
子
　

②
安
藤
・
猪
野
（
長
与
第
二
）

③
山
本
・
吉
田
（
高
田
）

▽
シ
ン
グ
ル
ス

中
学
2
年
男
子　

①
山
口
大
稀
（
長
与
第
二
） 

③
松
本
健
太
（
長
与
）

中
学
2
年
女
子
　

③
丸
山
凛
華
（
高
田
）

③
東
郷
佳
子
（
長
与
第
二
）

中
学
1
年
男
子
　

③
山
本
惣
一
朗
（
高
田
）

③
芝
原
由
記
（
長
与
第
二
）

中
学
1
年
女
子
　

②
中
山
希
望
（
長
与
第
二
）

③
水
口
茜
音
（
長
与
）

小
学
6
年
男
子　

①
辻
凌
也
（
シ
ャ
ト
ル
ズ
）

小
学
6
年
女
子　

③
才
本
佳
凛
（
長
与
南
）

③
藤
綺
音
（
よ
し
J
r
）

小
学
5
年
男
子　

①
猪
野
静
己
（
長
与
南
）

③
大
杉
駿
真
（
よ
し
J
r
）

小
学
5
年
女
子　

①
丸
山
紗
矢
（
長
与
南
）

③
安
藤
靖
乃
（
長
与
南
）

小
学
2
年
以
下
男
子　

③
濱
﨑
た
け
と
（
シ
ャ
ト
ル
ズ
）

・
開
催
日
　

9
月
4
日
（
日
）

・
会
　
場
　
長
与
小
学
校
体
育
館

優
　
勝　
高
田
小
男
子

準
優
勝　
洗
切
小
男
子

敢
闘
賞　
A
K
V
長
与

◆
日
時　
11
月
6
日
（
日
）
9
時
〜

◆
会
場　
町
民
体
育
館

◆
競
技
種
目

☆
自
治
会
対
抗
団
体
戦
（
混
合
ダ

ブ
ル
ス
3
組
）

☆
家
族
戦（
ダ
ブ
ル
ス
A・B
ク
ラ
ス
）

☆
男
子
個
人
戦（
A・B・C
ク
ラ
ス
）

☆
女
子
個
人
戦（
A・B・C
ク
ラ
ス
）

※
家
族
戦
と
個
人
戦
は
重
複
し
て

出
場
で
き
ま
せ
ん
。

◆
参
加
料

☆
自
治
会
対
抗
団
体
戦

1
チ
ー
ム　
3
，
0
0
0
円

☆
家
族
戦　
1
組　
1
，
0
0
0
円

☆
個
人
戦

一般
・
大
学
生
・
高
校
生　
1
人　
5
0
0
円

中
学
生
・
小
学
生　
1
人　
3
0
0
円

◆
参
加
資
格　
長
与
町
に
住
民
登
録

し
て
い
る
人
及
び
町
内
勤
務
の
人

◆
申
込
締
切　
10
月
20
日
（
木
）
必
着

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
町
卓
球
協
会　

原

　
☎
8
8
3

−

3
8
9
5

　
（
吉
無
田
郷
2
0
2
7

−

16
）

◆
日
　
時　

　
11
月
20
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

　
（
予
備
日 

12
月
4
日
（
日
））

◆
場
　
所　
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
種
　
目　

男
女
シ
ン
グ
ル
ス

（
A
・
B
・
C
各
ク
ラ
ス
）

※
高
校
・
大
学
は
、
B
ク
ラ
ス
以

上
で
申
込
む
こ
と
。

◆
参
加
資
格

長
与
町
テ
ニ
ス
協
会
会
員
、
町
内

在
住
又
は
町
内
に
勤
務
・
通
学
さ

れ
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方

◆
参
加
費　

1
，
5
0
0
円
（
協
会
会
員
で

今
年
度
会
費
納
入
済
み
の
方
は

5
0
0
円
補
助
）

※
参
加
費
は
試
合
当
日
受
付
時
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
棄
権
の
場

合
も
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

郵
送
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
性
別
、
申
込
ク
ラ
ス
を

記
入
の
う
え
、

〒
8
5
1

−

2
1
2
6

長
与
町
吉
無
田
郷
1
1
8
5

−

31

長
与
町
テ
ニ
ス
協
会

大
久
保
誠　
宛

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　
11
月
3
日
（
木
）
必
着

◆
問
い
合
わ
せ

　
大
久
保　
☎
8
8
3

−

5
8
8
8

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
の

お
知
ら
せ

27
回
長
与
町
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

第
39
回
町
民
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

第
56
回
長
与
町
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
成
績

（
町
内
関
係
分
）

第
19
回
長
与
町
テ
ニ
ス

シ
ン
グ
ル
ス
大
会

参
加
者
募
集

　

長
与
町
教
育
委
員
会
と
体
育

協
会
の
共
催
で
「
ス
ポ
ー
ツ
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
す
!!
テ
ー

マ
は
「
生
き
生
き
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
す
す
め
」
で
す
。

　

と
て
も
楽
し
く
て
、
勉
強
に

な
る
講
習
会
で
す
の
で
、
ご
家

族
や
お
友
達
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
間

な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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みんなの

情報ひろば情報ひろば

情
報
ひ
ろ
ば

情
報
ひ
ろ
ば

みんなの

情報ひろば情報ひろば

　障害者手帳所持者の悩み、相談など話し合いを目的と
して交流会を下記の日程で開催いたしますのでお気軽に
出席してください。
　特に今回は内部疾患（心臓病）の方々の出席をお待ちし
ています。
日　時 	 11月10日（木）　10時〜12時
場　所 	 長与町社会福祉協議会3階（講習集会室）

◆問い合わせ
　長与町身体障害者福祉協会 
　☎887−5188（毎週　月・水・金　13時30分〜16時）

願書配布 	10月1日（土）より
受 付 	11月1日（火）より
対 象 児 	【2年保育】

	  平成19年4月2日〜平成20年4月1日生まれ
	 【3年保育】
	  平成20年4月2日〜平成21年4月1日生まれ
	 ※満3歳になったら入園できます。
	 ※各園とも預かり保育あり
募集説明会 	

　上長与幼稚園	 10月22日（土）14時30分〜
　あやめ幼稚園		 10月27日（木）10時30分〜
　フレンド幼稚園	 10月29日（土）11時〜
◆問い合わせ
　上長与幼稚園（長与ニュータウン西区）
　☎883−4035
　あやめ幼稚園（第一浄水場横）	
　☎883−2647
　フレンド幼稚園（県立大学シーボルト校前）	
　☎883−6550

　楽しみながら国際交流や国際協力について学べる催し
です。普段あまり話す機会のない外国の方と楽しく交流し
てみませんか？家族ぐるみで参加できますので、お気軽に
ご来場ください。入場無料。
日 時 	10月30日（日）10時〜16時
内 容 	

・県内国際交流団体の活動紹介の展示
・海外の料理 　・フリーマーケット
・体験コーナー
　民族衣装、民族楽器、ハタ作り、チェス体験等
・ステージでの民族舞踊、音楽､英語劇等の披露
・東日本大震災への支援ブース
場 所 	出島交流会館

	 （長崎市出島町2−11、長崎県美術館となり）
◆問い合わせ
　（財）長崎県国際交流協会　長崎市出島町2−11
　☎823−3931 FAX822−1551
　E−mail nia@nia.or.jp

日 時 	10月30日（日）　10時〜15時20分
内 容 	舞台発表（招聘演奏：インカニャン）、作品展、

	 あん摩治療体験、バザー
◆問い合わせ
　長崎県立盲学校（教頭 三山）
　☎882−0020　FAX882−0021

日 時 	11月7日（月）〜11月14日（月）
	 午前9時〜午後5時
	 （初日は午後1時より、最終日は正午まで）
場 所 	長与駅コミュニティホール
内 容 	絵画・南画・書・写真・絵手紙・革工芸・

	 工作・盆栽等
主 旨 	作品展は、会員の親睦・交流を図ることを目的に

	 隔年置きに開催しております。どうぞ、ご自由に
	 ご鑑賞ください。（入場料無料）
◆問い合わせ　事務局（古賀）　☎856−5441

◎にんじんネットは無線基地局を町内66箇所に設置し
ています!!

　ご自宅ではパソコンで、外出先（長与・時津）では「スマー
トフォン（iPhoneやAndoroid等）」で接続をお試しくだ
さい。

◎にんじんネットはボランティアとしてご協力をいただけ
る方を募集しております。

　退職されてお時間ある方、ボランティア内容に興味のある
方はぜひ町づくりのため、お手伝いをお願いいたします。

NPOにんじんネット協議会事務局
嬉里郷456−11　下田ビル2階奥
☎ 813−4187　FAX 813−4175
ホームページ ： http：//www.ninjin−net.com

働きながら4年間で学士（経済学）の学位を取得すること
ができます。
募集人員 	40人
試験日時 	11月5日（土）午前9時30分〜
試験会場 	長崎大学経済学部（長崎市片淵4−2−1）
試験科目 	小論文、面接
出願期間 	10月17日（月）〜21日（金） 午後5時まで

◆問い合わせ
　長崎大学学生支援部入試課
　☎819−2111

　菊花の季節がやってきました。ご近所・お友達をお誘い
合わせのうえ、お気軽にお出かけください。
場　所 	 長与中央市場
日　時 	 10月31日（月）〜11月5日（土）

	 午前9時〜午後5時（但し、11月5日は正午まで）
主　催 	 長崎北陽菊花会

◆問い合わせ　☎883−2457 山根

−健康で意欲のある方、働いてみませんか−
作業内容 	 屋内・屋外作業、剪定等
対　　象 	 60歳以上（男女問わず）随時受付けます

◆申込／問い合わせ　
　長与町シルバー人材センター
　嬉里郷659−1（役場敷地内）☎887−0800

◆申込／問い合わせ　
〒851−2128　長与町嬉里郷659−1
長与町公共施設等管理公社　☎883−1111 内線501

長与町公共施設等管理公社の職員を次のように募集します。

試 験 日 	 第1次試験　平成23年11月11日（金）　※第2次試験は第1次試験合格者のみに後日連絡します。
受付期間 	 平成23年10月19日（水）〜平成23年11月2日（水）
申込方法 	 JIS規格の履歴書に記入して提出してください。

職　種 勤務時間 給　料 募集人員 応募資格

学校給食
調理員

①学校給食共同調理場
　8：30〜16：30
②各単独校調理場
　8：15〜16：15
＊上記時間中、内1時間の休憩あり
＊土、日、祝祭日が休日
　他管理公社諸規定による

（月給制）
＊管理公社諸規定によ

り支給します。
平成23年度初任給
116,500円
＊労災・社会保険あり

若干名

①受付開始までに、官・民を問わず施設
等において調理業務に6か月以上従事
した経験者であること（施設等の勤務
証明書を提出してください）

②年齢20歳以上50歳未満の人
　（平成24年3月31日現在）
③長与町内に住所がある人
④平成24年4月1日から勤務可能な人

　NHK−BSプレミアムでは、「にっぽん縦断こころ旅」
（2011秋の旅）が、春に引き続き始まります。今回は、兵庫
県を出発し、「長崎」を通って鹿児島までを縦断する行程
で、長崎県内では4本の番組を制作する予定です。
　皆様のこころに残る「何気ない風景」「思い出の風景」

「忘れられない風景」「みんなに伝えたい風景」をエピソー
ドを添えてご応募ください。
　寄せられた便りを元に、旅人“火野正平”がこころの風
景を訪ねます。
募集締切 	 10月28日（金）
応 募 先 	

お　便　り ： 〒150−8001　NHK「こころ旅」係
ファックス ： 03−3465−1327
番組ホームページ http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
応募内容 	 ①住所　②お名前　③電話番号　④性別

	 ⑤年齢　⑥思い出の場所　
	 ⑦場所にまつわるエピソード
●長崎県の放送予定　11月14日（月）〜11月18日（金）
●放送時間	 NHK−BSプレミアム
	 あさ（月〜金）7：45〜7：55
	 よる（火〜金）19：00〜19：29

◆問い合わせ　
　NHKふれあいセンター
　☎0570−066−066（ナビダイヤル）
　または050−3786−5000

日 時 	 10月23日（日）9時30分〜15時
	 （入場無料・小雨決行）
場 所 	 長崎市多以良町（新長崎漁港地区）
公開施設とイベント内容 	

①西海区水産研究所：新調査船「陽光丸」見学、
　タッチプール、プランクトン観察、稚魚の顕微鏡観察 他
②長崎大学環境資源研究センター：
　魚の解剖、魚介藻類展示 他
③長崎県総合水産試験場：
　ちくわづくり体験、海藻しおりづくり、お魚○×クイズ 他
◆問い合わせ　
　西海区水産研究所業務推進課 ☎860−1600
　URL　http://snf.fra.affrc.go.jp/

障害者交流会（第3回）のお知らせ

長与町3幼稚園　平成24年度園児募集

ながさき国際協力・交流フェスティバル

長与町退職校長会　第10回「作品展」

にんじんネット通信

菊花展開催のご案内

シルバー人材センター会員募集！長与町公共施設等管理公社職員募集

「にっぽん縦断こころ旅」（2011秋の旅）
思い出の場所＆エピソード募集！

第9回　ながさき水産科学フェア開催
〜のぞいてみよう！海と科学と夢の世界〜

長崎大学社会人入試
（経済学部・夜間主コース）11月期学生募集

県立盲学校文化祭のお知らせ
−手と手をつなごう!!みんなとの絆−
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※当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。
※当日の診療科目は直接医療機関へおたずねください。

保 健 行 事
一 般 対 象

保 健 行 事
母 子 対 象

救 急 医 療
在宅当番医

保健行事
予防接種

水道トラブル
担 当 業 者

行政相談 イベント人権相談

お ひ さ ま
ひ ろ ば

長崎百合野病院 
☎857-3366

24時間
緊急手術体制

【ひばり学級】
乳幼児・学童で心や身体
の発達に不安のある親子
支援。
会場：ほほえみの家
時間：10:00～16:00
　　　　　ひばり学級
　　　　　☎855-8568

月曜日～金曜日

問い合わせ

対象：65歳未満で心や体の
機能低下や閉じこもり予防
が必要な方
会場：健康センター
時間：10:00～14:00
　　　　　健康保険課
　　　　　☎883-1111

第2・4金曜日

問い合わせ

すてっぷ＆ほっと
（旧ヤングリハビリ）

【お元気クラブ】
対象：65歳以上の方
（火曜日）
　会場：老人福祉センター
　時間：9:45～14:00
（水曜日）
　会場：南交流センター
　時間：9:45～14:00
　　　　　介護保険課
　　　　　☎883-1111

毎週火・水曜日

問い合わせ

第1・3木曜日

【ソーシャルクラブ】
精神の病気をもつ方の交流
の場です。
会場：老人福祉センター
時間：10:00～15:00
　　　　　健康保険課
　　　　　☎883-1111
問い合わせ

（注）祝日は変更することがあります。

【　　　　　　　　 】

診
療
科
目

受
付
時
間

月曜日～金曜日
内科・外科・整形外科
小児科
内科・小児科

20：00～翌朝6：00
20：00～23：30

20：00～翌朝6：00土曜・日曜・祝日

長崎県小児救急電話相談 ♯8000へ
お子さんの急な病気やケガなどで心配なとき、ご相談ください。
（ダイヤル回線の方は☎822－3308へ）

毎日19時～翌朝8時

820-8699長崎市夜間急患センター
長崎市栄町2番22号　長崎市医師会館1階

やかん に は ハ ロー きゅう きゅう

長崎県救急医療情報　http://www.pref.nagasaki.jp/kyukyu

健康センター ☎855-8902　FAX855-8913

♥心の健康相談♥
◎こども、女性、障害者支援センター
　・精神障害の相談……☎846-5115　・こころの電話………☎847-7867
◎西彼保健所 …………………………………………………………………………☎856-0691
◎役場健康保険課 …………………………………………………………………☎883-1111

お気軽にご相談ください。

【認知症介護者リフレッシュの集い】10／14、11／11
認知症の方を介護されている方々のリフレッシュの場。

【なるほど介護学習会】10／14、11／11
福祉サービスや介護の方法についての学習会。

　　　　長与町社会福祉協議会　☎883-7760問い合わせ

【健康相談】10／7・14・21・28　11／4
健康や食事について相談したい方。血圧測定・尿検査など実施。

　　　　介護保険課・健康保険課　☎883-1111問い合わせ

【マタニティ広場】10／25①
①妊娠中の生活・妊婦体操
②身体変化について・歯の衛生 ③出産準備と育児

【おやこ相談】10／13
3か月～就学前の乳幼児の計測や保健・栄養相談、保護
者の健康チェック・健康相談（血圧測定・検尿など）

【離乳食教室】（調理実習）10／26
生後4～5か月の乳児と保護者（要予約）

【精神障害者家族のつどい】11／14
病気のことや対応の仕方についての学習会と話し合い。

　　　　健康保険課　☎883-1111問い合わせ
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6（木）
ソーシャルクラブ
（老人福祉センター10：00〜）

健康セミナー「ながよ塾」
（水道局3階会議室19：00〜）

ミカンちゃんひろば	 ［P21］

7（金）
マタニティクッキング
（ふれあいセンター10：00〜）要予約

健康相談（丸田荘13：30〜）
紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば15：00〜）	［P21］

8（土）
山口設備　
☎883-1439

13（木）
おやこ相談
（健康センター9：45〜）

14（金）
すてっぷ＆ほっと（健康センター10：00〜）
なるほど介護学習会
（老人福祉センター10：00〜）

健康相談（上長与公民館13：30〜）
認知症介護者リフレッシュの集い
（老人福祉センター13：30〜）

15（土）
（株）イワナガ　
☎883-3392
上長与地区公民館まつり	［P16］

20（木）
ソーシャルクラブ
（老人福祉センター10：00〜）

ポリオ
（健康センター13：00〜）

ミカンちゃんひろば	 ［P21］
行政相談	 ［P27］

21（金）
健康相談（長与町役場9：30〜）
ポリオ（健康センター13：00〜）
紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば15：00〜）	［P21］
ミカンちゃんひろば	 ［P21］
行政相談	 ［P27］

22（土）
田中設備　☎883-1284
殉国者追悼式	 ［P19］

27（木）
フッ素塗布事業
（健康センター 　1.3歳 12：45〜

 2.3・2.9歳 13：15〜）

28（金）
健康相談
（まんてん9：30〜）

すてっぷ＆ほっと
（健康センター10：00〜）

紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば15：00〜）	［P21］

29（土）
星野管工設備（株）　
☎856-1161
図書館まつり	 ［P33］

3（木）
西田医院（内・小・消）　
☎887-0202	 長与

鍬先医院（外・整・胃・皮）
☎882-2622	 時津

（株）新三重　☎850-1000
町民文化祭	 ［P32］

4（金）
健康相談
（丸田荘13：30〜）

紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば15：00〜）	［P21］

5（土）
（有）住吉設備　
☎844-5364
町民文化祭
（音楽祭・展示発表）	 ［P32］

10月

9（日）
そのだ内科クリニック（内・呼・アレ・小）
☎814-5101	 長与

黒崎医院（内・小・外）　
☎882-2125	 時津

（有）島田設備工業　☎882-4456
町民体育祭（総合公園9：00〜）

10（月）
ホーム・ホスピス中尾クリニック
（外・その他）　☎801-5511
うらの眼科クリニック（眼）
☎865-8555	 時津

ヤナガワ工業（株）　
☎861-5636

11（火）
3歳児健診
（健康センター12：45〜）

にこにこ相談
（子育て相談）（要予約）	［P21］

12（水）
幼児学級
（健康センター9：30〜）

1歳9か月児健診
（健康センター13：00〜）

16（日）
佐藤内科医院（内・消・呼・循・小）
☎883-5511	 長与

たなか小児科クリニック（小）
☎865-9550	 時津

（株）リドーム　☎850-8850
上長与地区公民館まつり［P16］
子どものつどい	 ［P16］

17（月）
紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば11：30〜）	［P21］
行政相談	 ［P27］

18（火）
3歳児健診
（健康センター12：45〜）

ツインズの会	 ［P21］
人権相談	 ［P27］
行政相談	 ［P27］

19（水）
1歳9か月児健診
（健康センター13：00〜）

にこにこ相談
（子育て相談）（要予約）	［P21］

23（日）
モロキ内科医院（内・循・小）　
☎883-1105	 長与

近藤医院（外・整・内） 
☎882-5831	 時津

健康まつり（健康センター、ふれ
あいセンター9：30〜）	 ［P18］
大栄設備（株）　☎818-3902

24（月）
こども相談
（健康センター）要予約

紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば11：30〜）	［P21］

25（火）
マタニティ広場 ①　
（健康センター9：30〜）

1〜2か月児相談
（健康センター9：45〜）

3〜4か月児健診・BCG
（健康センター13：00〜）

26（水）
お誕生相談
（健康センター9：30〜）

離乳食教室
（健康センター13：00〜）要予約

30（日）
長与病院（内・外・放・皮・肛・整・リハ）
☎883-6668	 長与

三浦産婦人科医院（産・婦）
☎882-7000	 時津

（株）五島設備工業　☎857-6290
図書館まつり	 ［P33］

31（月）
紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば11：30〜）	［P21］

1（火）
人権相談	 ［P27］

2（水）
にこにこ相談
（子育て相談）（要予約）	［P21］

6（日）
しもぐち内科（呼・内・消・循）
☎843-7225	 長与

前島皮膚科医院（皮）　
☎882-4660	 時津

（株）ユートピア　☎861-0840
町民文化祭（芸能祭・展示発表）	［P32］

7（月）
紙芝居よみきかせ
（おひさまひろば11：30〜）	［P21］

8（火）
3〜4か月児健診・BCG
（健康センター13：00〜）

9（水）

11月
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編
集
後
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広
報

暮
ら
し
の

情
報
広
場

君の夢　はばたけ今　ながさきから
平成26年に長与町では
競　技： ソフトボール少年女子（高校生）
デモンストレーションとしてのスポーツ行事
 ：ターゲット・バードゴルフ
を行います。
町民のみなさまのご協力を
お願いします。
◆問い合わせ　国体事務局

町民提案事業

◆日　時 11月20日（日）10時～15時

◆場　所 中尾城公園第2駐車場（JR長与駅より徒歩
5分）

◆主　催 中尾城公園まつり実行委員会

“エアロブリッジ・バザー”出店募集
あなたのアイデア店募集！

～ 楽しい、みんながいっぱい集まるバザー ～

◆出店数 40店舗（先着順）
◆申込料 1店舗2,000円（テント半分の広さ）

◆受付締切 11月11日（金）
◆申込／問い合わせ
　中尾城公園管理事務所　☎887－1144

第23回“2011”秋
中尾城公園まつり

2014

今年で第57回目となった町民ソフト
ボール大会の一場面です。優勝が決
まり、最高の笑顔があふれました。

ばんざ～い！！

8月中のうごき

（前年比）

42,752人（＋75）
20,429人（＋77）
22,323人（ －2 ）

16,245世帯（＋210）

57
152

23
143

平成23年9月1日現在

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は「
広
報
な
が
よ
」の
表
紙
の
テ
ー
マ
を
〞笑

顔
〞と
決
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。被
災
地
に
本
当
の
笑

顔
が
戻
る
ま
で
、ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
か
、想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、１
日
で
も
早
く
本
当
の
笑
顔
が

戻
る
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

復
興
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す

が
、復
興
に
向
け
、少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
、こ

れ
か
ら
も
自
分
に
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

（
石
と
松
）

ミックン




